









































 1 本研究の原点 
 2 美術教育学の制度的危機 
 3 美術教育学の実質的な整備 
  4 教育政策 
第二節 本研究の目的と諸概念の定義 
第三節 本研究の意義と可能性  
第四節 先行研究・研究史 
 1 本研究の関連研究領域と先行研究 
  2 美術教員史 
   3 美術教育学会史 
   4 美術史学史 
   5 教員養成制度史 









 第一節 本章の構成 
 第二節 戦後の教員養成大学・学部に関わる教育政策の展開 
1 重要な大学政策決定の契機 
2 大学における教員養成の体制―講座制ではなく学科目制 
3 昭和 30年代における方向転換―目的大学化 
4 学科目制と教育課程の基準 
5 教員養成大学・学部への大学院設置 
 第三節  師範学校から教員養成大学・学部への美術関係教官の移行期 














7 各学科目の整備過程  
第五節 教科教育専攻大学院の設置期 
 1 大学院教育学研究科と美術教育専攻の設置 









  2 北海道教育大学（札幌） 




  第三節 東北地方 
1 弘前大学 
2 岩手大学 
    3 宮城教育大学 
    4 秋田大学 






































  第一節 中国地方 
1 鳥取大学 
2 島根大学 



















































  1 概括的・数値的検討 
  2 人的種々相 
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 第一節 本研究の目的と問題の所在 
 第二節 本研究の成果 
 第三節 本研究の意義と可能性、そして今後の課題 
    1 本研究の意義 
    2 本研究の可能性  






























 ２. 教員養成大学・学部の出発 






 ３. 教科教育研究の制度的確立 
























 〇東京学芸大学の場合 平野英史 
〇大阪教育大学の場合 花篤實 
〇茨城大学教育学部の場合 有田洋子 











 論文発表：島根大学(平成 23年)、岡山大学(平成 24年)、東京芸術大学(平成 25年)、山
口大学(平成 25年)、鳥取大学(平成 26年)。 
口頭発表：茨城大学(平成 23年)、富山大学(平成 23年)、大阪教育大学(平成 23､26年)､
京都教育大学(平成 26年)、奈良教育大学(平成 26年)、神戸大学(平成 26年)、福岡教育大
学(平成 28 年)、佐賀大学(平成 28 年)、長崎大学(平成 28 年)、熊本大学(平成 28 年)、大
分大学(平成 28年)、宮崎大学(平成 28年)、鹿児島大学(平成 28年)、岐阜大学(平成 29年)、









2  美術教育学の制度的危機 
 昭和24年5月に発足した新制国立大学で美術教員養成がなされ始めて約70年が経過した。


































































また、昭和 23年～26年に G.H.Q.の民間情報教育局によって第 1期から第 8期の IFEL(The 
Institute for Educational Leadership)講座が実施された。教育学、教育行政、学校管理、
各教科の戦後教育の内容に関して指導者となる教員への講習がなされた。しかし図画科教
























































































































画」（最初は「画学」「罫画」）、明治 19年から「手工」（昭和 16年から「工作」）、昭和 22









24 年前後から次期直前まで、第 2期：教員養成大学・学部に学科目が導入された昭和 39年
から次期直前まで、第 3期：各大学に大学院美術教育専攻が設置された時点から平成 11年
に全国設置が完了するまでとする。第 1 期と第 2期の始点は制度発足時で明確である。し
かし第 3期の始点は各大学の大学院美術教育専攻の設置が徐々になされるので各大学によ
って違う。それゆえ、昭和 43年から平成 11年までの全体を言わば斜線で区分する。 
 






















































































              美術教員史 
   美術教育学会史                      美術史学史 
             美術教育学の人的制度基盤 
  各科教育学研究史    
  一般教科教育学研究史             













城大学教育学部紀要(教育科学)』第 61-64号、平成 24-27年 
・同「旧植民地の図画教員(一)～(八)」『一寸』第 62-68号、平成 27､28年 
・同「旧植民地の図画教員 附論。旧植民地外の在外学校」『一寸』第 69号、平成 29年 




















昭和 53年 6月に愛知教育大学に大学院が設置された。昭和 53年 10月に新構想大学の兵庫

















































































































































野地によれば、戦前の昭和 9 年に国語教育学会が創立されていた。そして、昭和 25 年 9
月に全国大学国語教育学会が発足した。その中心にいたのが西尾実である。西尾はそれ














巌『社会認識教育の理論と実践』（葵書房、昭和 46 年）  






た。戦後も昭和 21 年に総会が再開され、昭和 23 年からは全国算数数学教育研究大会も











昭和 26年 11月には日本教育大学協会第 2部会の部門に参加した。さらに昭和 27年 2月
に日本理科教育学会が設立され、東京教育大学及び広島大学で開かれた IFEL(The 
Institute for Educational Leadership)理科教育講座の参加研究者を甲種会員、一般研
究者を乙種会員として発足した。昭和 27年 9月より機関誌『理科の教育』を東洋館出版


























































































































































































































1)  美術科教育学会美術教育史研究部会「美術教育学の制度的基盤の成立過程」『第 33回
美術科教育学会富山大会概要集』81頁、平成 23年 3月 27日発表。美術科教育学会美
術教育史研究部会『美術教育史研究部会通信』第 37号、平成 23年 5月。 















国地区研究発表会、平成 23年 6月 25日発表。同「美術教育学の制度的基盤の成立過
程―大阪教育大学・岡山大学の場合」『第 50回大学美術教育学会宮城大会宮城教育大








会第 38回大阪大会発表概要集』24頁、平成 28年 3月 19日発表。同「美術教育学の制
度的基盤の成立過程―東海地方―」『美術科教育学会第 39回静岡大会発表概要集』17
頁、平成 29年 3月 27日発表。 
5） 有田洋子「研究ノート 美術教育史研究部会から −3− 戦後の教員養成大学・学部にお
ける美術教育学の制度的基盤の成立過程」『美術科教育学会通信』No.85、平成 26年 2
月、19-20頁。  
6)  立原慶一「第 32回美術科教育学会仙台大会のご案内【最終案内】」『美術科教育学会通
信』No.73、平成 22年 2月、1頁も、そのことを指摘する。 
7)  金子一夫「美術教育研究の歴史的課題」『美術科教育学会通信』No.82、平成 25年 2月、
1-2頁。永守基樹「代表理事就任にあたって―運営の基調と体制―」同誌、No.83、平
成 25年 6月、1-2頁。同「2019年問題―美術教育学の曲がり角」同誌、No.91、平成
28 年 2月、1-2頁。 
8)  永守基樹、前掲誌。 
9） 藤原智也「ポスト・デモクラシーにおける美術科教育の正統性の問題」『美術教育学』








13) 宮脇理『工藝による教育の研究』（建帛社、平成 5年）577-634頁に、資料 13として工
作科教育部会の研究集録の重要部分が復刻されている。また学会発表として、佐藤昌
彦・宮脇理「IFEL（The Institute For Educational Leadership）への眼差し―もの
づくりの重要性、その認識を深めるための一路程として―」『第 33回美術科教育学会
富山大会研究発表概要集』35頁、平成 23年 3 月 26日発表がある。 
14)『第九回 後期 教育指導者講習研究集録 図画科教育』（昭和 27年 12月序）。 






17) 三枝康高「科学としての教科教育学」『現代教育科学』第 143号、昭和 44年、82-83頁。 
18) 教員免許更新制導入をめぐる議論に関しては、国立国会図書館調査及び立法考査局文
教科学技術課（瀬上翔）「教員免許・養成制度をめぐる議論―時代に対応した教員資格


















号、平成 24-27年。最新のものとしては、「大正・昭和戦前期中等学校図画教員 1 北海
道(1)」『一寸』第 70 号、平成 29年、49-65頁。 
29) 戦後日本の美術教育史の記述があるのは以下の書籍である。 
・山形寛『日本美術教育史』（黎明書房、昭和 42年）第 6章 






















  ・金子一夫『美術科教育の方法論と歴史〔新訂増補〕』（中央公論美術出版、平成 15 年）  





32) 日本数学教育学会はホームページ http://www.sme.or.jp/about/history/（平成 29 年














第 1巻（通巻第 29巻）が発行される。また、1952（昭和 27）年には、初等教育におけ
る算数を対象とした新しい学会誌『算数教育』の発行も始まる。 






学会と改称される。1974（昭和 49）年と 1983（昭和 58）年には、数学教育論文発表会
は ICMI（International Commission on Mathematical Instruction）国際会議と合わ
せて開催され、2000（平成 12）年には ICME-9（9th International Congress on 
Mathematical Education）を開催している。2014（平成 26）年には法改正に伴い、公
益法人の認定を受け、公益社団法人日本数学教育学会として、今日に至る。 







究』第 18号、平成 11年、35-44頁。 
34) 日本理科教育学会「日本理科教育学会のこれまでの歩みについて」（日本理科教育学会




































昭和 21年 12月の第 17回総会で「教員の養成は、総合大学及び単科大学において、教
育学科を置いてこれを行うこと」とし、大学における教員養成が確認された。その後

















2  大学における教員養成の体制―講座制ではなく学科目制 


























それに対して文部省が諮問する教育職員養成審議会は昭和 37年 11月 12日に「教員養成
制度の改善について」を建議し、再度「教員養成の目的、性格を明確にし、それにふさわ
しい教育課程について国が基準を定める」とし、昭和 39年 7月 30日に「教員養成のため
の教育課程の基準について（中間報告）」という具体的案を示した。 
 さらに、昭和 38年 1月 28日第 19回中央教育審議会答申「大学教育の改善について」に
は、大学の 1目的・性格、2設置・組織編成、3管理運営、4学生の厚生補導、5入学試験、












そして上記答申を踏まえて昭和 38年 3月 31日「国立学校設置法の一部を改正する法律」




   第六条の次に次の一条を加える。 
   （学科及び課程） 
  第六条の二 国立大学の学部に、文部省令で定めるところにより、学科又は課程を置く。 
     第七条を次のように改める。 
    （講座等） 
  第七条 国立大学の学部又は学科に講座又は学科目を、国立大学の教養部に学科目を、国
立大学の大学附置の研究所に研究部門をそれぞれ置く。 
   2 前項の講座、学科目及び研究部門の種類その他必要な事項は、文部省令で定める。 
 












4  学科目制と教育課程の基準 




























































 北海道大学 ［以下略］ 
 
















































































































































































































































































北海道 北海道学芸大学 学芸学部 三重県 三重大学 学芸学部
青森県 弘前大学 教育学部 滋賀県 滋賀大学 学芸学部
岩手県 岩手大学 学芸学部 京都府 京都学芸大学 学芸学部
宮城県 東北大学 教育学部 大阪府 大阪学芸大学 学芸学部
秋田県 秋田大学 学芸学部 兵庫県 神戸大学 教育学部
山形県 山形大学 教育学部 奈良県 奈良学芸大学 学芸学部
福島県 福島大学 学芸学部 和歌山県 和歌山大学 学芸学部
茨城県 茨城大学 教育学部 鳥取県 鳥取大学 学芸学部
栃木県 宇都宮大学 学芸学部 島根県 島根大学 教育学部
群馬県 群馬大学 学芸学部 岡山県 岡山大学 教育学部
埼玉県 埼玉大学 教育学部 広島県 広島大学 教育学部
千葉県 千葉大学 学芸学部 山口県 山口大学 教育学部
東京都 東京学芸大学 学芸学部 徳島県 徳島大学 学芸学部
神奈川県 横浜国立大学 学芸学部 香川県 香川大学 学芸学部
新潟県 新潟大学 教育学部 愛媛県 愛媛大学 教育学部
富山県 富山大学 教育学部 高知県 高知大学 教育学部
石川県 金沢大学 教育学部 福岡県 福岡学芸大学 学芸学部
福井県 福井大学 学芸学部 佐賀県 佐賀大学 教育学部
山梨県 山梨大学 学芸学部 長崎県 長崎大学 学芸学部
長野県 信州大学 教育学部 熊本県 熊本大学 教育学部
岐阜県 岐阜大学 学芸学部 大分県 大分大学 学芸学部
静岡県 静岡大学 教育学部 宮崎県 宮崎大学 学芸学部










その後、昭和 41年 4 月 5日法律第 48号「国立学校設置法の一部を改正する法律」によ
り、昭和 41 年に全国の学芸大学・学芸学部の多くが教育大学・教育学部に名称変更する。





















昭和 27年 京都学芸大学 
昭和 28年 岡山大学教育学部、佐賀大学教育学部 
昭和 30年 岩手大学学芸学部 
昭和 33年 北海道学芸大学札幌分校 
昭和 36年 東京学芸大学 



















































講座 科目 職員数 
教授 助教授 助手 雇 傭人 計 







美術第二 構成学、建築学 一 一  
美術第三 工芸学 一 一 一 
美術第四 絵画学（日本画） 一 一  
美術第五 絵画学（西洋画） 一 一 一 
美術第六 彫塑学 一 一 一 














昭和 29年 東京学芸大学 
昭和 29年 大阪学芸大学 
昭和 34年 京都学芸大学、岡山大学教育学部、佐賀大学教育学部 
昭和 35年 岩手大学学芸学部 





























































































 2 学科目制は、教育上必要な学科目を定め、その教育研究に必要な教員を置く制度とする。 





































3  学科目制度までの各大学と文部省のやりとり 
 前述の通り、昭和 38年 1月 28日第 19回中央教育審議会答申「大学教育の改善について」




























1 昭和 38年 5月 21日付文部省大学学術局長名による埼玉大学学長宛に「講座及び学科目
調査」の通達があった。教育学部長は学科主任会議で検討させ、その結果を文部省に提
出した。教授会に提案はされていない。 
















4 昭和 38年 10月、教授会での検討の結果、上記概論を削除し合計 57学科目が提出された。 






昭和 38年 7月 
埼玉大学案 
昭和 38年 9月 
埼玉大学案 
昭和 38年 10月 
文部省令原案 
昭和 38年 12月 
文部省令 





































昭和 38 年 7 月 24 日、文部省から教員養成大学・学部の課程、学科目作成について調査
依頼がくる。その直後から文部省の学科目案に対して意見の相違があり、和歌山大学学芸























昭和 38年 11月 26日、文部省から「国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科目に関
する省令の制定」について依頼があり、この問題をめぐる心労から学部長の病状悪化によ
り、同年 12月 10日に学芸学部長は併任をとかれる 20)。 
その後、文部省庶務課長が出向いて学部教授会と懇談して 12月中に妥協案が成立し、学






4  全国的な学科目整備の過程 






が昭和 53年 4月である。その昭和 53年 4月までに出された同省令及び同省令改正の一覧を
示す（表３）。なお教員養成大学・学部における美術関係学科目に関わる改正の蘭を色づけし




9331AD36B33?i=jYEOkne9iOGzP9RBMjV5VQ%3d%3d（平成 29年 4月 3日確認））を参照して表を作成した。なお上記の昭和 48年 9月
27日号外文部省令第 20号に関して、本節次項以下の図表作成に用いた現代日本教育制度史料編集委員会『現代日本教育制度史料』
第40巻（東京法令出版、平成元年）425頁では、日付が9月29日となっている。ひとまず本章の図表では前者の 9月 27日を採用する。 














































代日本教育制度史料』第 25-45巻（東京法令出版、昭和 62年-平成 2年）を参照して作成した。 



















学科目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 信州大学 愛知学芸大学 大阪学芸大学 山口大学 鹿児島大学




絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史 秋田大学 宇都宮大学 群馬大学 新潟大学 富山大学 金沢大学 岐阜大学 三重大学 鳥取大学 長崎大学 大分大学 宮﨑大学
















・表記順は、上から、5 学科目揃ったもの、次に学科目「美術科教育」を含むことと学科目数の多いことを基準に並べた。昭和 39 年時点で特
設美術設置大学、特設書道設置大学は分けて示した。 



















9 昭和 44年 4月 1日文部省令第 9号「国立大学の学科及び課程並びに学科目に関する省








彫塑、構成、美術科教育」が示された。ただ、次の改正（13 昭和 47 年 5月 22日文部省令
第 33号「国立大学の学科及び課程並びに学科目に関する省令の一部を改正する省令」）に
は琉球大学はまだ記載されない。15 昭和 48年 4月 27日文部省令第 11号「国立大学の学
科及び課程並びに学科目に関する省令の一部を改正する省令」になって記載され、ここで
琉球大学の学科目は集計する。 














表５ A 型 絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 （完全講座） 
 















昭和39年2月 昭和39年4月 昭和40年3月 昭和41年4月 昭和42年4月 昭和42年5月 昭和43年4月 昭和43年6月 昭和44年5月 昭和45年4月 昭和47年5月 昭和48年4月 昭和49年6月 昭和50年4月 昭和51年5月 昭和52年4月 昭和53年4月
11 12 13 12 14 17 18 19 21 22 23 25 26 29 32 32 34
福島大学 福島大学 福島大学 福島大学 福島大学 福島大学 福島大学 福島大学 福島大学 福島大学 福島大学 福島大学 福島大学 福島大学 福島大学 福島大学 福島大学
千葉大学 千葉大学 千葉大学 千葉大学 千葉大学 千葉大学 千葉大学 千葉大学 千葉大学 千葉大学 千葉大学 千葉大学 千葉大学 千葉大学 千葉大学 千葉大学 千葉大学
信州大学 信州大学 信州大学 愛知教育大学 愛知教育大学 愛知教育大学 愛知教育大学 愛知教育大学 愛知教育大学 愛知教育大学 愛知教育大学 愛知教育大学 愛知教育大学 愛知教育大学 愛知教育大学 愛知教育大学 愛知教育大学
愛知学芸大学 愛知学芸大学 愛知学芸大学 大阪学芸大学 大阪学芸大学 大阪教育大学 大阪教育大学 大阪教育大学 大阪教育大学 大阪教育大学 大阪教育大学 大阪教育大学 大阪教育大学 山口大学 山口大学 山口大学 山口大学
大阪学芸大学 大阪学芸大学 大阪学芸大学 山口大学 山口大学 山口大学 山口大学 山口大学 山口大学 山口大学 山口大学 山口大学 山口大学 鹿児島大学 鹿児島大学 鹿児島大学 鹿児島大学
山口大学 山口大学 山口大学 鹿児島大学 鹿児島大学 鹿児島大学 鹿児島大学 鹿児島大学 鹿児島大学 鹿児島大学 鹿児島大学 鹿児島大学 鹿児島大学 三重大学 三重大学 三重大学 三重大学
鹿児島大学 鹿児島大学 鹿児島大学 三重大学 三重大学 三重大学 三重大学 三重大学 三重大学 三重大学 三重大学 三重大学 三重大学 岐阜大学 岐阜大学 岐阜大学 岐阜大学
福岡学芸大学 三重大学 三重大学 岐阜大学 岐阜大学 岐阜大学 岐阜大学 岐阜大学 岐阜大学 岐阜大学 岐阜大学 岐阜大学 岐阜大学 横浜国立大学 横浜国立大学 横浜国立大学 横浜国立大学
北海道学芸大学 福岡学芸大学 岐阜大学 福岡教育大学 横浜国立大学 横浜国立大学 横浜国立大学 横浜国立大学 横浜国立大学 横浜国立大学 横浜国立大学 横浜国立大学 横浜国立大学 宇都宮大学 宇都宮大学 宇都宮大学 宇都宮大学
岩手大学 北海道学芸大学 福岡学芸大学 北海道教育大学 福岡教育大学 宇都宮大学 宇都宮大学 宇都宮大学 宇都宮大学 宇都宮大学 宇都宮大学 宇都宮大学 宇都宮大学 大分大学 大分大学 大分大学 大分大学
佐賀大学 岩手大学 北海道学芸大学 岩手大学 北海道教育大学 大分大学 大分大学 大分大学 大分大学 大分大学 大分大学 大分大学 大分大学 宮﨑大学 宮﨑大学 宮﨑大学 宮﨑大学
佐賀大学 岩手大学 佐賀大学 岩手大学 宮﨑大学 宮﨑大学 宮﨑大学 宮﨑大学 宮﨑大学 宮﨑大学 宮﨑大学 宮﨑大学 宮城教育大学 宮城教育大学 宮城教育大学 宮城教育大学
佐賀大学 佐賀大学 福岡教育大学 福岡教育大学 宮城教育大学 宮城教育大学 宮城教育大学 宮城教育大学 宮城教育大学 宮城教育大学 長崎大学 長崎大学 長崎大学 長崎大学
高知大学 北海道教育大学 北海道教育大学 福岡教育大学 長崎大学 長崎大学 長崎大学 長崎大学 長崎大学 静岡大学 静岡大学 静岡大学 静岡大学
岩手大学 岩手大学 北海道教育大学 福岡教育大学 静岡大学 静岡大学 静岡大学 静岡大学 熊本大学 熊本大学 熊本大学 熊本大学
佐賀大学 佐賀大学 岩手大学 北海道教育大学 福岡教育大学 熊本大学 熊本大学 熊本大学 群馬大学 群馬大学 群馬大学 群馬大学
高知大学 高知大学 佐賀大学 岩手大学 北海道教育大学 福岡教育大学 群馬大学 群馬大学 鳥取大学 鳥取大学 鳥取大学 鳥取大学
東京学芸大学★ 高知大学 佐賀大学 岩手大学 北海道教育大学 鳥取大学 鳥取大学 新潟大学 新潟大学 富山大学 富山大学
東京学芸大学★ 高知大学 佐賀大学 岩手大学 福岡教育大学 新潟大学 富山大学 富山大学 信州大学 信州大学
京都教育大学 高知大学 佐賀大学 北海道教育大学 福岡教育大学 信州大学 信州大学 愛媛大学 愛媛大学
東京学芸大学★ 京都教育大学 高知大学 岩手大学 北海道教育大学 愛媛大学 愛媛大学 新潟大学 新潟大学
東京学芸大学★ 京都教育大学 佐賀大学 岩手大学 福岡教育大学 秋田大学 秋田大学 秋田大学
東京学芸大学★ 高知大学 佐賀大学 北海道教育大学 山形大学 山形大学 山形大学
京都教育大学 高知大学 岩手大学 広島大学 広島大学 広島大学
東京学芸大学★ 京都教育大学 佐賀大学 福岡教育大学 福岡教育大学 金沢大学
東京学芸大学★ 高知大学 北海道教育大学 北海道教育大学 山梨大学
京都教育大学 岩手大学 岩手大学 福岡教育大学
東京学芸大学★ 佐賀大学 佐賀大学 北海道教育大学






昭和39年2月 昭和39年4月 昭和40年3月 昭和41年4月 昭和42年4月 昭和42年5月 昭和43年4月 昭和43年6月 昭和44年5月 昭和45年4月 昭和47年5月 昭和48年4月 昭和49年6月 昭和50年4月 昭和51年5月 昭和52年4月 昭和53年4月
6 6 6 6 6 7 6 6 8 8 8 10 10 10 10 10 10
山形大学 山形大学 山形大学 山形大学 山形大学 山形大学 山形大学 山形大学 山形大学 山形大学 山形大学 山形大学 山形大学 山形大学 茨城大学 茨城大学 茨城大学
茨城大学 茨城大学 茨城大学 茨城大学 茨城大学 茨城大学 茨城大学 茨城大学 茨城大学 茨城大学 茨城大学 茨城大学 茨城大学 茨城大学 埼玉大学 埼玉大学 埼玉大学
埼玉大学 埼玉大学 埼玉大学 埼玉大学 埼玉大学 埼玉大学 埼玉大学 埼玉大学 埼玉大学 埼玉大学 埼玉大学 埼玉大学 埼玉大学 埼玉大学 神戸大学 神戸大学 神戸大学
神戸大学 神戸大学 神戸大学 神戸大学 神戸大学 神戸大学 神戸大学 神戸大学 神戸大学 神戸大学 神戸大学 神戸大学 神戸大学 神戸大学 滋賀大学 滋賀大学 滋賀大学
東京学芸大学 東京学芸大学 東京学芸大学 東京学芸大学 東京学芸大学 滋賀大学 滋賀大学 滋賀大学 滋賀大学 滋賀大学 滋賀大学 滋賀大学 滋賀大学 滋賀大学 弘前大学 弘前大学 弘前大学
岡山大学 岡山大学 岡山大学 岡山大学 岡山大学 東京学芸大学 岡山大学 岡山大学 弘前大学 弘前大学 弘前大学 弘前大学 弘前大学 弘前大学 香川大学 香川大学 香川大学
岡山大学 香川大学 香川大学 香川大学 香川大学 香川大学 香川大学 徳島大学 徳島大学 徳島大学
岡山大学 岡山大学 岡山大学 徳島大学 徳島大学 徳島大学 琉球大学 琉球大学 琉球大学
琉球大学 琉球大学 琉球大学 島根大学 島根大学 島根大学
岡山大学 岡山大学 岡山大学 岡山大学 岡山大学 岡山大学
昭和39年2月 昭和39年4月 昭和40年3月 昭和41年4月 昭和42年4月 昭和42年5月 昭和43年4月 昭和43年6月 昭和44年5月 昭和45年4月 昭和47年5月 昭和48年4月 昭和49年6月 昭和50年4月 昭和51年5月 昭和52年4月 昭和53年4月
13 14 13 14 14 11 11 11 9 8 7 5 4 3 1 2 0
秋田大学 秋田大学 秋田大学 秋田大学 秋田大学 秋田大学 秋田大学 秋田大学 秋田大学 秋田大学 秋田大学 秋田大学 秋田大学 秋田大学 金沢大学 金沢大学
宇都宮大学 宇都宮大学 宇都宮大学 宇都宮大学 宇都宮大学 群馬大学 群馬大学 群馬大学 群馬大学 群馬大学 群馬大学 新潟大学 富山大学 金沢大学 山梨大学
群馬大学 群馬大学 群馬大学 群馬大学 群馬大学 新潟大学 新潟大学 新潟大学 新潟大学 新潟大学 新潟大学 富山大学 金沢大学 広島大学
新潟大学 新潟大学 新潟大学 新潟大学 新潟大学 富山大学 富山大学 富山大学 富山大学 富山大学 富山大学 金沢大学 広島大学
富山大学 富山大学 富山大学 富山大学 富山大学 金沢大学 金沢大学 金沢大学 金沢大学 金沢大学 金沢大学 広島大学
金沢大学 金沢大学 金沢大学 金沢大学 金沢大学 鳥取大学 鳥取大学 鳥取大学 鳥取大学 鳥取大学 鳥取大学
岐阜大学 岐阜大学 鳥取大学 鳥取大学 鳥取大学 長崎大学 長崎大学 長崎大学 静岡大学 熊本大学 広島大学
三重大学 鳥取大学 長崎大学 長崎大学 長崎大学 静岡大学 静岡大学 静岡大学 熊本大学 広島大学
鳥取大学 長崎大学 大分大学 大分大学 大分大学 熊本大学 熊本大学 熊本大学 広島大学
長崎大学 大分大学 宮﨑大学 宮﨑大学 宮﨑大学 広島大学 広島大学 広島大学
大分大学 宮﨑大学 静岡大学 静岡大学 静岡大学 京都教育大学 京都教育大学 京都教育大学
宮﨑大学 静岡大学 熊本大学 熊本大学 熊本大学































































昭和39年2月 45 42 38 33 21
昭和39年4月 46 42 39 34 22 絵画 静岡大学
昭和40年3月 46 42 39 34 23
昭和41年4月 47 44 38 34 23
昭和42年4月 46 46 38 33 24 彫塑 横浜国立大学・高知大学※
昭和42年5月 46 46 38 33 28
昭和43年4月 46 46 37 34 28
昭和43年6月 46 46 38 35 28
昭和44年5月 46 46 38 35 33
昭和45年4月 46 46 38 35 35
昭和47年5月 46 46 38 35 38
昭和48年4月 47 47 40 35 41
昭和49年6月 47 47 40 35 42
昭和50年4月 47 47 42 35 43
昭和51年5月 47 47 43 36 45
昭和52年4月 47 47 44 36 45














る。昭和 45年 4月には美術理論･美術史の学科目設置数を抜き、その次の改正の昭和 47年
5 月には構成の学科目を抜き、昭和 53年 4月にはすべての大学に美術科教育の学科目が設
置完了した。昭和 39年 2月に示されてから約 14年後となる。設置数は昭和 43 年 6月まで















次に、彫塑が昭和 42 年 4月に全国設置完了した。昭和 39年 2月時点で、彫塑が示され
なかったのは、東北大学、横浜国立大学、広島大学、高知大学の 4大学である。彫塑の学














































東京学芸大学 学芸学部 昭和41年 1966 昭和43年 1968
大阪教育大学 学芸学部 昭和43年 1968 昭和50年 1975
愛知教育大学 学芸学部 昭和53年 1978 昭和53年 1978
横浜国立大学 学芸学部 昭和54年 1979 昭和54年 1979
岡山大学 教育学部 昭和55年 1980 昭和55年 1980 昭和28年特美設置
静岡大学 教育学部 昭和56年 1981 昭和56年 1981
神戸大学 教育学部 昭和56年 1981 昭和56年 1981 平成4年10月発達科学部に改組　
広島大学 教育学部 昭和55年 1980 昭和56年 1981
千葉大学 学芸学部 昭和57年 1982 昭和57年 1982
奈良教育大学 学芸学部 昭和58年 1983 昭和58年 1983
新潟大学 教育学部 昭和59年 1984 昭和59年 1984
福岡教育大学 学芸学部 昭和58年 1983 昭和61年 1986
茨城大学 教育学部 昭和63年 1988 昭和63年 1988
宇都宮大学 学芸学部 昭和59年 1984 昭和63年 1988
三重大学 学芸学部 平成元年 1989 平成元年 1989
宮城教育大学 教育学部 昭和63年 1988 平成2年 1990
群馬大学 学芸学部 平成2年 1990 平成2年 1990
金沢大学 教育学部 昭和57年 1982 平成2年 1990
埼玉大学 教育学部 平成2年 1990 平成2年 1990
京都教育大学 学芸学部 平成2年 1990 平成2年 1990 昭和27年特美設置
琉球大学 教育学部 平成2年 1990 平成2年 1990
秋田大学 学芸学部 平成元年 1989 平成3年 1991
福島大学 学芸学部 昭和60年 1985 平成3年 1991
滋賀大学 学芸学部 平成3年 1991 平成3年 1991
山口大学 教育学部 平成3年 1991 平成3年 1991
北海道教育大学札幌 学芸学部 平成4年 1992 平成4年 1992 札幌･岩見沢合同院設置 昭和33年特美設置
北海道教育大学岩見沢 学芸学部 平成4年 1992 平成4年 1992 札幌･岩見沢合同院設置  
信州大学 教育学部 平成3年 1991 平成4年 1992
香川大学 学芸学部 平成4年 1992 平成4年 1992
熊本大学 教育学部 昭和61年 1986 平成4年 1992
和歌山大学 学芸学部 平成5年 1993 平成5年 1993
愛媛大学 教育学部 平成5年 1993 平成5年 1993
佐賀大学 教育学部 平成5年 1993 平成5年 1993 昭和28年特美設置
長崎大学 学芸学部 平成6年 1994 平成6年 1994
大分大学 学芸学部 平成4年 1992 平成6年 1994
宮崎大学 学芸学部 平成6年 1994 平成6年 1994
岩手大学 学芸学部 平成7年 1995 平成7年 1995 昭和30年特美設置
山形大学 教育学部 平成5年 1993 平成7年 1995
福井大学 学芸学部 平成4年 1992 平成7年 1995
島根大学 教育学部 平成3年 1991 平成7年 1995
北海道教育大学旭川 学芸学部 平成5年 1993 平成8年 1996
富山大学 教育学部 平成6年 1994 平成8年 1996
岐阜大学 学芸学部 平成7年 1995 平成8年 1996
鳥取大学 学芸学部 平成6年 1994 平成8年 1996
高知大学 教育学部 平成8年 1996 平成8年 1996 昭和42年特美設置
山梨大学 学芸学部 平成7年 1995 平成9年 1997
北海道教育大学函館 学芸学部 平成5年 1993 平成10年 1998
北海道教育大学釧路 学芸学部 平成7年 1995 平成10年 1998
鹿児島大学 教育学部 平成6年 1994 平成10年 1998
弘前大学 教育学部 平成6年 1994 平成11年 1999






















































































































2)  この昭和 38年 11月 26日の文部省大学学術局長名の「国立大学の学科及び課程並びに
講座及び学科目に関する省令（仮称）の制定について」の文書内容と東京学芸大学の
対応については、東京学芸大学二十年史編集委員会、前掲書に詳しい。 
3)  百年史編集委員会、前掲書、1077-1079頁。 
4)  東京学芸大学創立五十周年記念誌編集委員会『東京学芸大学五十年史 資料篇』（東京 
学芸大学創立五十周年記念事業後援会、平成 11年）9頁。 
5)  TEES研究会『｢大学における教員養成｣の歴史的研究』（学文社、平成 13年）370-383頁。 
57 
 
6)  百年史編集委員会『百年史 千葉大学教育学部』（百年史刊行会、昭和 56年）447頁。 
7)  秋田大学教育学部創立百周年記念会『創立百年史 秋田大学教育学部』（秋田大学教育
学部創立百周年記念会、昭和 48年）519-523頁。 

























21) 和歌山大学 50年史編纂委員会『和歌山大学 50年史』（和歌山大学、平成 12年）123-124頁。 




24)「第三編 教育・学術・文化・スポーツの進展と新たな展開 第四章 教員及び教員養成 三 
大学院修士課程の設置」『学制百二十年史』文部科学省 HP（http://www.mext.go. 























1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 信州大学 愛知学芸大学 大阪学芸大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学




絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史 秋田大学 宇都宮大学 群馬大学 新潟大学 富山大学 金沢大学 岐阜大学 鳥取大学 長崎大学 大分大学 宮﨑大学 静岡大学 熊本大学


























1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 信州大学 愛知学芸大学 大阪学芸大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学




絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史 秋田大学 宇都宮大学 群馬大学 富山大学 金沢大学 鳥取大学 長崎大学 大分大学 宮﨑大学 静岡大学 熊本大学


















1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 愛知教育大学 大阪学芸大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学




絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史 秋田大学 宇都宮大学 群馬大学 富山大学 金沢大学 鳥取大学 長崎大学 大分大学 宮﨑大学 静岡大学 熊本大学 広島大学


























1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 愛知教育大学 大阪教育大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学 横浜国立大学




絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史 秋田大学 宇都宮大学 群馬大学 富山大学 金沢大学 鳥取大学 長崎大学 大分大学 宮﨑大学 静岡大学 熊本大学 広島大学






















1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 愛知教育大学 大阪教育大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学 横浜国立大学 宇都宮大学 大分大学 宮﨑大学


































1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 愛知教育大学 大阪教育大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学 横浜国立大学 宇都宮大学 大分大学 宮﨑大学

























1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 愛知教育大学 大阪教育大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学 横浜国立大学 宇都宮大学 大分大学 宮﨑大学 宮城教育大学





































1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 愛知教育大学 大阪教育大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学 横浜国立大学 宇都宮大学 大分大学 宮﨑大学 宮城教育大学 長崎大学



























1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 愛知教育大学 大阪教育大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学 横浜国立大学 宇都宮大学 大分大学 宮﨑大学 宮城教育大学 長崎大学 静岡大学




































1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 愛知教育大学 大阪教育大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学 横浜国立大学 宇都宮大学 大分大学 宮﨑大学 宮城教育大学 長崎大学 静岡大学 熊本大学
絵画、彫塑、構成、美術科教育 山形大学 茨城大学 埼玉大学 神戸大学 滋賀大学 弘前大学 香川大学
絵画、彫塑、美術理論･美術史、美術科教育 愛媛大学 信州大学 福井大学
絵画、構成、美術理論･美術史、美術科教育
絵画、彫塑、美術科教育 徳島大学 島根大学 和歌山大学


























1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 大阪教育大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学 横浜国立大学 宇都宮大学 大分大学 宮﨑大学 宮城教育大学 長崎大学 静岡大学 熊本大学 群馬大学 鳥取大学
絵画、彫塑、構成、美術科教育 山形大学 茨城大学 埼玉大学 神戸大学 滋賀大学 弘前大学 香川大学 徳島大学
絵画、彫塑、美術理論･美術史、美術科教育 愛媛大学 信州大学 福井大学
絵画、構成、美術理論･美術史、美術科教育
絵画、彫塑、美術科教育 島根大学 和歌山大学
































1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 大阪教育大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学 横浜国立大学 宇都宮大学 大分大学 宮﨑大学 宮城教育大学 長崎大学 静岡大学 熊本大学 群馬大学 鳥取大学
絵画、彫塑、構成、美術科教育 山形大学 茨城大学 埼玉大学 神戸大学 滋賀大学 弘前大学 香川大学 徳島大学
絵画、彫塑、美術理論･美術史、美術科教育 愛媛大学 信州大学 福井大学
絵画、構成、美術理論･美術史、美術科教育
絵画、彫塑、美術科教育 島根大学 和歌山大学
























1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 大阪教育大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学 横浜国立大学 宇都宮大学 大分大学 宮﨑大学 宮城教育大学 長崎大学 静岡大学 熊本大学 群馬大学 鳥取大学 富山大学 信州大学 愛媛大学




































1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 大阪教育大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学 横浜国立大学 宇都宮大学 大分大学 宮﨑大学 宮城教育大学 長崎大学 静岡大学 熊本大学 群馬大学 鳥取大学 富山大学 信州大学 愛媛大学 秋田大学 山形大学 広島大学


























1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 大阪教育大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学 横浜国立大学 宇都宮大学 大分大学 宮﨑大学 宮城教育大学 長崎大学 静岡大学 熊本大学 群馬大学 鳥取大学 富山大学 信州大学 愛媛大学 秋田大学 山形大学 広島大学













































1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
絵画、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術科教育 福島大学 千葉大学 大阪教育大学 山口大学 鹿児島大学 三重大学 岐阜大学 横浜国立大学 宇都宮大学 大分大学 宮﨑大学 宮城教育大学 長崎大学 静岡大学 熊本大学 群馬大学 鳥取大学 富山大学 信州大学 愛媛大学 秋田大学 山形大学 広島大学 金沢大学






































昭和39年2月 45 42 38 33 21
昭和39年4月 46 静岡大学＋１ 42 39 滋賀大学＋１ 34 熊本大学＋１ 22 三重大学＋１
昭和40年3月 46 42 39 34 23 岐阜大学＋１
昭和41年4月 47 宮城教育大学(※1)＋１ 44 宮城教育大学(※1)・広島大学＋２ 38 信州大学－１ 34 23
昭和42年4月 46 東北大学(※2)－１ 46 横浜国立大学・高知大学(※3)＋２ 38 33 東北大学(※2)－１ 24 宮城教育大学(※1)＋１
昭和42年5月 46 46 38 33 28 宇都宮大学・滋賀大学・大分大学・宮崎大学＋４
昭和43年4月 46 46 37 東北大学(※2)－１ 34 東京学芸大学(※4)＋１ 28
昭和43年6月 46 46 38 宮城教育大学(※1)＋１ 35 宮城教育大学(※1)＋１ 28
昭和44年5月 46 46 38 35 33 弘前大学・京都教育大学・奈良教育大学・香川大学・長崎大学＋５
昭和45年4月 46 46 38 35 35 静岡大学・島根大学＋２
昭和47年5月 46 46 38 35 38 福井大学・和歌山大学・熊本大学＋３
昭和48年4月 47 琉球大学(※5)＋１ 47 琉球大学(※5)＋１ 40 徳島大学・琉球大学(※5)＋２ 35 41 群馬大学・鳥取大学・琉球大学(※5)＋３
昭和49年6月 47 47 40 35 42 新潟大学＋１
昭和50年4月 47 47 42 信州大学・愛媛大学＋２ 35 43 富山大学＋１
昭和51年5月 47 47 43 島根大学＋１ 36 山形大学＋１ 45 秋田大学・広島大学＋2
昭和52年4月 47 47 44 山梨大学＋１ 36 45






























































































































まず、明治 19 年 9 月に札幌師範学校、大正 3 年 4 月に函館師範学校、大正 12 年 4 月に









年 5 月に新設される。昭和 33 年 4 月、北海道学芸大学札幌分校に特別教科(美術･工芸)教
員養成課程が設置される。昭和 41年 4月、北海道学芸大学学芸学部から北海道教育大学教
育学部に名称変更される。平成 5年 4月、分校制が廃止され、分校名が札幌校、函館校、旭






























































3.前述の通り、平成 4 年 4月に札幌・岩見沢両校の協同で大学院が設置された。岩見沢分
校からは福山博光が大学院美術科教育分野の担当となった。 
 




































お と い ね っ ぷ
高等学校に勤務していた佐々木宰（北海道教育大学函館分校）が平成 6


















































同院）、昭和 52 年に種倉紀昭（東京教育大学・同院）が着任し、10 年ほどはこの二名によ
って美術科教育の学科目は担われる。昭和 61年頃に種倉は専門である日本画に所属移動し、
昭和 63 年に長田は千葉大学へ転出する。昭和 61 年に煤孫康二（岩手大学・筑波大学大学
院）が着任し、美術科教育の学科目はようやく安定した。 












































和 50年 6月までの二期）で、齋藤喜博（昭和 49年 8月 1日から昭和 50年 4月 1日まで在
職）も在職した時期で、宮城教育大学全体として左派系教官によって大学改革がなされてい
たと思われる。 

























着任する。定年退官はその 2 年後の平成 5 年 3 月であった。いわゆる大学院設置要員であ








 2.昭和 39年 2月学科目制度発足時に示された学科目は、絵画、彫塑、構成、美術科教育
の四つであった。いずれかの時点で、絵画を専門とする長野亘（東京高等師範学校）が学科
目｢美術科教育｣に所属した。長野は絵画制作だけでなく、山形県における古美術調査や高橋



















































2) 北海道教育大学の変遷に関しては、『北海道学芸大学概要』（昭和 26年 7月現在）、北海













6) 岩手大学『岩手大学五十年史』（岩手大学創立 50 周年記念誌編集委員会、平成 12 年）
240-241頁。 
7) 昭和 40 年代後半に秋田大学学生であった方による教示（平成 28 年 10 月に聞き取り）。


































































学芸大学職員録』昭和 29-平成 15年度（なお昭和 36年度版はないが、昭和 37年度版は






























青沼功 漢字一般 字学概論 書道演習。文部教官教授 砂田友治 素描 絵画 図学 
図工教材研究。文部教官助教授 藤野高常 美術 水彩画 図画 小学図工。文部教官講









一覧有(着任年月)）。『北海道学芸大学 函館分校要覧（昭和 34年 6月・開学十周年記
念）』（昭和 34年）。夕陽会『会員名簿』（昭和 57年 12月 1日現在）（夕陽会、昭和 57
年）。北海道教育大学函館分校創立六十年史編纂委員会『創立六十年史』（北海道教育大
学函館分校、昭和 50 年）。北海道教育大学教育学部函館校『北海道教育大学教育学部函















































十年史』（弘前大学、昭和 48年）。弘前大学創立 50周年記念事業実行委員会 50年史編
纂専門委員会『弘前大学五十年史 通史編』『同 資料編』（弘前大学･弘前大学創立 50周
年記念事業後援会、平成 11年）。弘前大学『学生便覧』昭和 28-平成 15年度（弘前大



















成 11年度。岩手大学庶務課『岩手大学通報』昭和 25-平成 16年度。岩手県師範学校一













城県師範学校同窓会『同窓会報』第 7号（昭和 3年）を参照して、昭和 3年までの細か
い着任転退出年月を示した。宮城県教員組合『宮城県教育関係職員録』昭和 21年度























育大学学生生活委員会、平成 12年 7月、5頁。  
4 秋田大学 
まず、昭和 23年以前在職教官に関しては主に次の資料を参照して表を作成した。秋田
県師範学校『秋田県師範学校一覧表』昭和 7年 4月現在。同、昭和 8年 4月現在。秋田
県女子師範学校『秋田県女子師範学校一覧表』昭和 3-6､6､9､13､15年。秋田県教育会

























（昭和 30年）、山形大学『会員名簿 昭和 46年版』（昭和 46年）に示された在職期間を
参照した。さらに次の資料を参照した。「年譜」長野亘『寂（私の記録）』（長野亘教授
退官記念誌出版委員会、昭和 50年）110-120頁。「真下慶治記念美術館ホームページ」






表」『福島県女子師範学校一覧表』昭和 8年 5月 1日現在(就職年月･資格有）。「職員」
福島県女子師範学校『福島県女子師範学校沿革史』（福島県女師師範学校、昭和 8年）
21-26頁。『福島県教育関係職員録』大正 15､昭和 3､4､6､7､12､14､16､18､21年度。福島
県女子師範学校同窓会『会員名簿』昭和 6年 12月現在。昭和 24年以降は主に次の資料
を参照した。福島大学学芸学部『学生便覧』昭和 28年度（教官名簿･授業名･担当者名




覧』昭和 63､平成 5､8 年度。福島大学教育学部同窓会吾峰会『会員名簿』昭和 36､41､




















































術史であった。そして、昭和 42年 5月に学科目｢美術科教育｣が示された。同年 6月 1日に
















































3.平成 2 年 4 月に大学院教育学研究科が設置され、そこに美術教育専攻も都築と榎原の
美術科教育分野二名体制で設置された。 
 












































前、糟谷は昭和 40 年 3 月に定年退官し、山田は昭和 42 年 3 月に定年退官し、林部は昭和
41 年 12 月に亡くなってしまう。昭和 42 年 4 月に村内哲二（東京高等師範学校・東京文理
科大学教育学専攻）、伊東正明（東京美術学校図画師範科）、鈴木清が美術科教育で新規採用
される。さらにこの頃は非常勤講師として新井秀一郎（東京美術学校師範科）も在職してい
た。新井は、昭和 37 から昭和 44 年まで附属小金井中学校教諭兼大学非常勤講師で、昭和
44 年 4 月より大学に着任する。大学院美術教育専攻の美術科教育分野は、吉田、村内、伊
東、新井（非常勤講師）の体制で始まった。その後、多数の美術教育研究者を輩出していく。 
 























1) 昭和 48年 3月茨城大学卒業生による教示（平成 23年 3月聞き取り）。 





5) 昭和 34年群馬大学卒業生による教示（平成 29年 9月聞き取り）。 
6) 埼玉大学旧教官による教示（平成 30年 2月聞き取り）。 
7) 『日本教育大学協会第二部会全国美術部門 会員名簿』（昭和 38年 3月）。 
8) 平野英史「美術教育学成立過程の制度史的研究（東京学芸大学の場合）」（口頭発表資料）、
美術科教育学会美術教育史研究部会「美術教育学の制度的基盤の成立過程」第 33 回美
術科教育学会富山大会、平成 23年 3月 27日。 
9) 教育学部史編纂委員会『横浜国立大学教育学部の歩み』（横浜国立大学教育人間科学部、










































術学校の総覧的研究』課題番号 25370126 第 1部直轄学校～三重県｣平成 28年、96-97
頁。昭和 24年以降在職教官に関しては主に次の資料を参照した。茨城大学美術科同窓会
『六号館』第 2号（稲村退三先生ご退官記念特集号）（昭和 42年）。同、第 3号（宮澤治
正先生ご退官記念特集号）（昭和 53年）。同、第 4号（大道武男先生ご退官記念特集号）
（昭和 54年）。同、第 5号（巻島友治先生ご退官記念特集号）（昭和 57年）。同、第 6号
（城戸夏男先生ご退官記念特集号）（昭和 58年）。同、第 7号（西田亨先生御退官記念特
集号）（昭和 60年）。同、第 8号（上田薫先生御退官記念特集号）（平成 7年）。同、第 9
号（山﨑猛先生御退官記念特集号）（平成 8年）。同、第 10号（後藤末吉先生御退官記念
特集号）（平成 9年）。同、第 11号（森田義之先生御退官記念特集号）（平成 11年）。同、
第 12号（松田正己先生御退職記念特集号）（平成 17年）。同、第 13号（十河雅典先生御
退職記念特集号）（平成 21年）。同、第 14号（寺本輝正先生御退職記念特集号）（平成 28
















23-24､27-44､46-53年度。宇都宮大学『職員録』昭和 39､40､42-47､51-平成 7 年度。宇
都宮美術館『渡辺安友展』（宇都宮美術館、平成 18年）。宇都宮美術館『矢口洋展』（宇







馬県師範学校同窓会『会員名簿』昭和 5年 12月現在。同、昭和 11年 12月現在。金子
一夫｢学術研究助成基金補助金成果報告書平成 25～27年度『大正・昭和戦前期の中等学
校図画教員と出身美術学校の総覧的研究』課題番号 25370126 第 1部直轄学校～三重県｣
平成 28年、120-121頁。昭和 24年以降は主に次の資料を参照した。「教官の研究」群馬
大学教育学部百年史編修委員会、前掲書、796-804頁。『昭和 24年 11月 群馬大学要
覧』。『学生便覧』昭和 30､37､39-41年度。『大学一覧』昭和 31年度､昭和 36年度。『群
馬大学教育学部案内』平成 17年度。群馬大学自己評価等実施委員会専門委員会『群馬
大学教官総覧』（群馬大学庶務部庶務課、平成 5年）。群馬大学学芸学部同窓会『会員名
簿』昭和 27年 10月現在。同、昭和 35年 1月現在。群馬大学教育学部同窓会『会員名
簿』昭和 50年 3月現在。同、昭和 60年 3月現在。大学美術教育学会『会員名簿』昭和
55年度。清水刀根男の日本美術学校卒業年に関して､『日本美術学校同窓会名簿』では
昭和 3年、日本文化財研究所アーカイブデータベース（http://www.tobunken.go.jp/ 












課題番号 25370126 第 1部直轄学校～三重県｣平成 28年、130-131頁を参照した。その
他次の資料を参照した。埼玉大学自己評価等委員会『埼玉大学教官総覧 1993』（埼玉大
学、平成 5年）。『同 1998』（平成 10年）。『同 2001』（平成 14年）。都築邦春「本田貴
侶教授の人と業績」『埼玉大学紀要 教育学部』第 57巻第 1号、平成 20年、171-177
頁。なお、竹野谷仁重の逝去年月に関して、「埼玉県師範学校教職員一覧表」（百年史編
集委員会、前掲書、432頁）では 42年 2月、「埼玉大学教育学部教職員一覧表」（同）で






頁。『千葉師範学校一覧 昭和十八年度』（千葉師範学校、昭和 18年）181-195 頁。金子
一夫｢学術研究助成基金補助金成果報告書平成 25～27年度『大正・昭和戦前期の中等学
校図画教員と出身美術学校の総覧的研究』課題番号 25370126 第 1部直轄学校～三重県｣
平成 28年、142-143頁。昭和 24年以降在職教官に関しては次の資料を参照した。「第八
章 美術教育史」「第二章 書道教育史」百年史編集委員会『百年史 千葉大学教育学部』
(百年史刊行会、昭和 56年）1039-1096頁、783-832頁。千葉大学五十年史編集委員会
『千葉大学五十年史』(千葉大学、平成 11年）284-285頁。『千葉大学学報』第 2-623号
（昭和 26年 8月 15日-昭和 62年 5月 15日)、第 27号(別冊)（平成 18年 4月 1日)。
大学美術教育学会『会員名簿』昭和 58-平成 8年度。森桂一の経歴に関して、『千葉大学




















京府青山師範学校『東京府青山師範学校一覧』（昭和 15年現在）、同（昭和 17 年 6月 1
日現在）。『東京府第一師範学校一覧』（昭和 19年 9月 1日現在）。金子一夫｢学術研究助
成基金補助金成果報告書平成 25～27年度『大正・昭和戦前期の中等学校図画教員と出












































































潟大学ホームページ｢学部のあゆみ・沿革｣によると、昭和 49年 4月 11日に学科目｢美術科
教育｣増設とされる 2)。そこに、絵画を専門とする三浦顕栄と、構成を専門とする青柳三郎
（新潟大学）が所属を移動した。三浦は県下の美術教育の指導者的存在であるとともに、国



















































































































































研究における初期の功労者の一人と言えよう。「母校とともに 47 年 付関谷俊行教授略歴」
『関谷俊行教授退官記念論文集』（平成 8 年）6)によると、関谷は昭和 5 年長野に生まれ、
昭和 22年 4月長野師範学校に入学、昭和 25年 3月に信州大学長野師範学校本科を卒業し、
昭和 25 年 3 月から信州大学長野師範学校附属長野中学校教諭となり、昭和 26 年 4 月信州
大学教育学部第 3年次編入学して昭和 28年に卒業した。そして、関谷俊行「教員養成 38年
を回顧して」『信州大学学報』第 492号に着任後の様子が詳細に記される 7)。それによると、
昭和 31年 1月 1日に松本分校助手として採用されて主に工芸を担当した。中学校美術科に
デザイン教材を導入するようになったので昭和 36 年 5 月から 37 年 3 月まで文部省内地研
究員制度によって千葉大学工学部意匠学科で「デザインの方法について」を研究した。昭和







小学校、筑波大学附属小学校に勤務した後に信州大学に着任した。平成 3 年 4 月に大学院






覧』（昭和 31､33､34年度）と『大学要覧』（昭和 33-35年度）によると、昭和 31-35年頃は
土屋常義（東京美術学校図画師範科）が美術科教育関係授業を中心に担当していた。ただ、
美術科教育専門担当ではなく、美術専門の授業も担当していた。土屋は、長野県出身で、大















合、大学院設置には実技教官にも論文業績が求められた。平成 7 年 4 月に大学院教育学研





































安城分校は昭和 27 年 3 月に廃止される。昭和 27 年 4 月までには、岡崎に本部・後期 2 年


























1)  新潟大学教育学部高田分校『高田分校三十年史』（新潟大学教育学部高田分校、昭和 56
年）237-238頁。 
2)  ｢学部のあゆみ・沿革」新潟大学教育学部ホームページ（http://www.ed.niigata-.ac.jp/ 
modules/faculty/ index.php?content_id=3（平成 29年 9月 8日確認））。 
3)  新潟大学教育学部高田分校『高田分校三十年史』（同校、昭和 56年）。 






7)  関谷俊行「教員養成 38年を回顧して」庶務部庶務課『信州大学学報』第 492号（平成
7年 3月 1日）。 
8)  静岡大学関係者による教示（平成 28年 11月聞き取り）。 

























































































川県教育会『石川県学事関係職員録』昭和 2､10-12､14-18､21､22年度（昭和 2年 7月､
10年 4月､11年 5月､12年 4月､15年 4月､16年 4月､17年 4月､18年 10月､21 年 7月､
22年 5月､23年 6月､25年 6月､27年 6月現在）石川県教職員組合『石川県学事関係職
員録』昭和 23年度。石川県教職員組合・石川県学校消費生活協同組合『石川県学事関




簿の記載無）。『金沢大学総覧』昭和 25年度（昭和 25年 10月 1日現在教官名簿有）。金
沢大学『金沢大学一覧』昭和 33-37､43､46年度(昭和 43年度は学科目有）。金沢大学点
検評価委員会『金沢大学研究者総覧』（金沢大学点検評価委員会、平成 9年）（平成 8年
7月 1日現在）。金沢大学『教員調査』昭和 51年度（昭和 51年 5月 1日）、昭和 52年度
（昭和 52年 5月 1日現在）、昭和 53年度（昭和 53年 5月 1日現在）。金沢大学『昭和
五一五年度附属施設等教員調査』（昭和 55年 5月 1日現在)。金沢大学教育学部『授業
要項』昭和 45年度後期､昭和 46年度前期､昭和 46年度後期､昭和 47年度後期､昭和 47











画教員と出身美術学校の総覧的研究』課題番号 25370126 第 1部直轄学校～三重県｣平成
28年、292､293頁。福井県師範学校同窓会『同窓会報告』第 25-38号、昭和 2-15年
（旧教員・当該年度教員名簿有）、福井師範学校同窓会『同窓会誌』昭和 22年、福井師
範学校校友会『啓成詞林』第 44号、昭和 8年(教官名簿有)(第 45､51-53号は教官名簿
無)。福井県鯖江女子師範学校､福師県立鯖江高等女学校『昭和十六年七月 我ガ校ノ教
育』昭和 16年、福井県鯖江女子師範学校､福師県立鯖江高等女学校『みどり』第 10
号、昭和 13年(教官名簿有)(第 9号は教官名簿無)。昭和 24年以降は、福井大学『学生
便覧』昭和 25-平成 15年度（平成 16年度以降は教官名簿無）。福井大学事務部庶務課












照して表を作成した。『国立山梨大学創設案』（昭和 23年 7月 30日設置申請）及び『山
梨大学（改定案）教官年次別及び学部別教室別配当名簿表』（ともに山梨大学附属図書
館蔵）。山梨大学『学生便覧』昭和 27-平成 16年度(教官名簿有。昭和 27年度のみ授業
名と担当者名の記載有)。山梨大学『職員録』昭和 27､28､35-39､41-50､52､53､55-63､平
成 5-14年度。山梨大学『山梨大学要覧』昭和 30-平成 14年度。山梨大学『山梨大学概

















『信州大学教育研究者総覧 2001年度版』信州大学、平成 14年。 
7 岐阜大学 
まず、次の資料を基礎として表を作成した。岐阜県師範学校父母会『名簿』大正 15､昭
和 2､5､7､8､9､10､12､13､15､16年度。『岐阜県学事関係職員録』昭和 22､24-49 年度。岐
阜大学庶務部庶務課『岐阜大学要覧』昭和 25､自 33至 35､43､45､48､51､54､57､60､63､平
成 4､10年度（『学報』第 7号昭和 26年 11月 15日）によると古い要覧は庶務課に保管
されているらしい）。岐阜大学『学生便覧』昭和 31､33､34､42､43､59年度。岐阜県師範
同窓会『会報』（会員名簿）第 15号（昭和 6年）、第 16号（昭和 7年）、第 17 号（昭和

















した。その他、土屋常義「私の青春日記」『岐阜日日新聞』昭和 45年 7月 26 日、6頁、
土屋常義「児童画について」『岐阜タイムス』昭和 30年 4月 21日、4頁を参照した。 
8 静岡大学 
 まず、静岡大学 10年史編集委員会『静岡大学十年史』(静岡大学、昭和 37年)。静岡大







報』第 1-346､349-363､365-518号（昭和 37年 6月 1日-平成 19年）。『静岡大学教官総
覧』(平成 5年)。松岡圭三郎に関しては、松岡圭三郎画集刊行会『松岡圭三郎画集』
(静岡教育出版会、昭和 45年)を参照した。 
9 愛知教育大学  
まず、愛知教育大学史編さん専門委員会『愛知教育大学史』（愛知教育大学、昭和 50
年）及び愛知教育大学『50周年記念誌編集資料 歴代職員名簿統計』（平成 11 年）を基
礎として表を作成した。昭和 23年以前在職教官に関しては。金子一夫｢学術研究助成基
金補助金成果報告書平成 25～27年度『大正・昭和戦前期の中等学校図画教員と出身美
術学校の総覧的研究』課題番号 25370126 第 1部直轄学校～三重県｣平成 28年、348､349













1 三重大学  
1.三重師範学校から三重大学学芸学部へ美術関係教官はほぼ移行した。この時期はまだ
美術科教育を専門に担当・研究する教官はいなかった。 
2.昭和 39 年 2 月学科目制度発足時に示された学科目は、絵画、彫塑、構成、美術理論･美

































3 京都教育大学  
1.京都師範学校から京都学芸大学芸学部へ美術関係教官はほぼ移行した。『京都教育大学

































































































































10月に教育学部は発達科学部に改組となり、平成 12年 3月に教育学部廃止、翌年 3月に教
育学研究科廃止となった。 
 





三つであった。そして昭和 44 年 5 月に学科目｢美術科教育｣が設置され、昭和 45 年 9 月に
樋口敏生（東京高等師範学校芸能科）が採用され、それに所属する。昭和 50年、樋口の静
岡大学転出に伴い、鈴木寛男（島根県師範学校・同専攻科・東京美術学校図画師範科）が学

































1) 京都教育大学 120 周年記念誌編集委員会『京都教育大学百二十年史』（京都教育大学、


















10) 平成 23年 8月 1日聞き取り。 
11) 同上及び大阪児童美術研究会『敬慕 高妻巳子雄先生』（大阪児童美術研究会、昭和 58
年）。 
12) ｢花篤先生退官記念座談会｣ 前掲誌、 5頁。 
13) 平成 23年 8月 1日聞き取り。 
14) 同上。 




昭和 46年）449-450 頁。 
19)『日本教育大学協会第二部会全国美術部門 会員名簿』（昭和 38年 3月）。 
20) 神戸大学教育学部五十年史編集委員会『神戸大学教育学部五十年史』（神戸大学紫陽会、















































出身美術学校の総覧的研究』課題番号 25370126 第 1部直轄学校～三重県｣平成 28年、
















学校図画教員と出身美術学校の総覧的研究』課題番号 25370126 第 2部滋賀県～在外学




















 まず、大阪学芸大学『大阪学芸大学 15年史』（大阪学芸大学、昭和 39年）、大阪教育大











































学教育学部、昭和 50 年）。和歌山大学 50年史編纂委員会『和歌山大学 50年史』（和歌山
大学、平成 12年）。昭和 23年以前在職教官に関しては主に次の資料を参照して表を作成
した。和歌山県教育会『和歌山県学事関係職員録』昭和 2､4､5､9､10､11-17年度。和歌山
県師範学校『師範学校一覧表』（昭和 10年 10月 1日現在）。和歌山県女子師範学校『同窓
会名簿』（和歌山県女子師範学校、昭和 17年）。和歌山県女子師範学校『会員名簿』（昭和






その時代―』（和歌山県立近代美術館、平成 6 年）112-119 頁を参照した。樋口弘之に関
しては、樋口弘之『白色ポルトランドセメントを主材料とした学園像(その他)(Monument)














































































































































































































































































1） 鳥取大学学芸学部『学生手引』昭和 24-25年度､『学芸学部履修規定』昭和 26 年度､『学
生便覧』昭和 29-31度､『履修規定とその解説』昭和 32-36年度。 
2） 島根大学関係者による教示（平成 23年 9月聞き取り）。 
3) 『岡山大学職員録』昭和 25年度（10月 30日現在）に「絵画（教育法）佐藤義太郎」と
ある。 
4) 広島大学 50 年史編集委員会広島大学文書館『広島大学五十年史 通史編』（広島大学、平    
成 19年）を参照した。 
5)  同上、111-116頁。 
6)  昭和 46年 3月卒業生による教示（平成 30年聞き取り）。 
7)  詳細が愛媛美術教育連盟『美連創立 50周年記念誌 美連の歩みに見るえひめの美術教   
育』（愛媛美術教育連盟､平成 16年）に記される。同連盟創立 50周年記念式典実行委員
長は奥定一孝であった。 
8) 『セキ美術館開館 10周年記念 愛媛・感動の美術家たち展 第 2期展 大正から戦前の昭
和激動の時代・美を求めた画家たち』（セキ美術館、平成 19年）。 
9)  野村正三郎『野村正三郎作品集』（野村正三郎、昭和 63年）。 
10)『セキ美術館開館 10 周年記念 愛媛・感動の美術家たち展 第 4 期展 愛媛ゆかり 花開く
戦後の画家たち』（セキ美術館、平成 20年）。 
11) 石井南放先生の退官を記念する会『石井南放作品集・退官記念』（昭和 53年）。 



































































































録』昭和 23-36､40､42年度。島根県教育委員会『教職員名簿』昭和 33-平成 15年度。『島













史』（岡山大学、昭和 44年）、岡山大学 30年史編纂委員会『岡山大学史(昭和 44年～昭










げ郷土美術館『没後 40年 佐藤一章展』（やかげ郷土美術館、平成 12年）とやかげ郷土




年 8月 16日とあり、245頁の各専攻紹介では昭和 33年 3月とあった。『岡山大学職員










史編』（広島大学、昭和 54年）、『同 部局編』『同 包括校史』（昭和 52年）。広島大学
50年史編集専門委員会広島大学文学館『広島大学五十年史 通史編』（広島大学、平成
19年）。広島大学 50年史編集専門委員会広島大学 50年史編集室『広島大学五十年史 




覧的研究』課題番号 25370126 第 2部滋賀県～在外学校｣平成 28年、144､145 頁。 
5 山口大学 
次の資料を参照して表を作成した。山口大学 30年史編集委員会『山口大学 30 年史』












→昭和 55年 4月。友近琢男の退任：昭和 54年 3月→昭和 54年 4月。伊藤釣の退任：
昭和 50年 3月→昭和 49年 11月。細田育宏の就任：昭和 37年 4月→昭和 37 年 6月。
吉賀將夫の就任：昭和 46年 4月→昭和 46年 9月。横山省三の就任：昭和 47年 4月→
昭和 46年 9月。川口政宏の就任：昭和 50年 4月→昭和 50年 1月。武市勝の退任：昭





参照した。なお、原田康一は、昭和 24年 6月より昭和 35年 4月まで山口大学教育学部
に在職する（山口大学 30年史編集委員会、前掲書、368頁）。彫塑塾出身らしいが、講
座は職業技術に所属した。細田育宏（昭和 6－平成 21）の就任時期は、昭和 37年 4月
とするもの（山口大学教育学部同窓会、前掲書）と、昭和 37年 6月とするもの（細田





 次の資料を総合して表を作成した。徳島県師範学校内渭水会『会員名簿』（昭和 14年 9月
現在）、同（昭和 15年 9月現在）、同（昭和 17年 2月現在）。徳島県女子師範学校・徳島
県立徳島高等女学校淬礪済美同窓会『会員名簿』（昭和 6年 8月現在）。徳島県教育会『徳










次の資料も参照した。『香川大学教育学部同窓会報 昭和 49年 10月 25日』第 11号
（昭和 49年 10月 25 日）3頁、同 13号（昭和 51年 7月 25日）4頁。金子一夫｢学術研
究助成基金補助金成果報告書平成 25～27年度『大正・昭和戦前期の中等学校図画教員と

















庶務部庶務課『愛媛大学教育研究者要覧 1995』（愛媛大学、平成 7年 1月 1 日現在）、
『同 1999』（平成 11 年 6月 1日現在）。『同 2001』（平成 13年 8月 1日現在）。藤谷庸
夫『小学校に於ける美育とその実際』（関印刷所出版部、昭和 3年）。藤谷庸夫先生追慕
の会『たんぽゝ』(藤谷馨、昭和 8年)。石井南放先生の退官を記念する会『石井南放作
品集・退官記念』(昭和 53年)。石井南放『南放随想 続 絵と文』(愛媛県警察本部協
賛、昭和 56年)。愛媛日本画会『第 25回愛媛日本画展記念図録』(昭和 61年)。『第 20
回記念南風会展図録』(南風会、昭和 63年)。石井南放『石井南放画集』（求龍堂、平成
元年）。野村正三郎『野村正三郎作品集』（野村正三郎、昭和 63年）。野村正三郎『工作
教育の実際』（開成書院、昭和 31年）。小泉政孝『小泉政孝作品集』（昭和 51 年）、小泉
政孝『小泉政孝作品集―石鎚百景―』（昭和 56年）を参照した。奥定一孝『奧定一孝油
彩画』（奥定一孝、平成 7年）。愛媛新聞社『伊予の画人』(愛媛新聞社、昭和 61年)。 
愛媛県立美術館『戦前の愛媛の洋画家たち』（愛媛県立美術館、平成 5年）。『セキ美術
館開館 10周年記念 愛媛・感動の美術家たち展 第 2期展 大正から戦前の昭和 激動の
時代・美を求めた画家たち』（セキ美術館、平成 19年）。『セキ美術館開館 10 周年記念 
愛媛・感動の美術家たち展 第 4期展 愛媛ゆかり 花開く 戦後の画家たち』（セキ美術







中等学校図画教員と出身美術学校の総覧的研究』課題番号 25370126 第 2部滋賀県～在
外学校」平成 28年、208､209頁を参照した。昭和 34年以降在職教官に関しては、高知
大学特美 30周年記念誌編集委員会『高知大学特美 30周年記念誌』（高知大学特美 30周
年記念誌編集委員会、平成 10年）、高知大学学生課『学生便覧』（高知大学）昭和 48､49
年度、如泉会『会員名簿』(高知大学教育学部内 如泉会、平成元年)を参照した。加藤































2.昭和 39 年 2 月学科目制度発足時に示された学科目は、日本画、西洋画、木工、金工、
陶芸、彫塑、構成、美術理論･美術史、美術･工芸科教育であった。ただ、学科目｢美術･工芸

































の学科目で平成 2年に着任する。そして、昭和 6年 4月に大学院教育学研究科が設置され、
そこに美術教育専攻も米田と板良敷の美術科教育分野二名体制で設置された。 
 























生、横出、益田の美術科教育分野三名体制で、平成 4年 4月に設置された。 
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8 琉球大学  
先にその概観を記しておく 3)。昭和 25 年琉球大学開学時、美術関係教官は応用学芸学部
芸術学科に 1名置かれ、昭和 27年 4月新学則に伴う学部再編により、応用学芸学部に所属
していた芸術科は、美術専攻と改称して教育学部に移る。さらに昭和 29年新学則により文





































賀大学美術館 開館記念特別展 美術・工芸教室 60 年の軌跡Ⅰ「特美」の育成者たち』
（佐賀大学美術館、平成 25年）69-77頁もある。 







3)  次の資料を参照した。琉球大学開学 30周年記念誌編集委員会『琉球大学三十年』（琉球      
大学、昭和 56年）311-313頁。琉球大学開学 50周年記念史編集専門委員会『琉球大学








































































同 3号（平成 8年）。筒井茂雄『筒井茂雄』（昭和 51年）。佐口七朗『造形教育シリーズ第
4巻 うつくしい色彩』（教材社、昭和 38年）。昭和 23年以前在職教官に関しては、金子
一夫｢学術研究助成基金補助金成果報告書平成 25～27年度『大正・昭和戦前期の中等学





史』（長崎大学、平成 5年）。長崎教育会『長崎県学事関係職員録』大正 14-昭和 17年
度。長崎大学『長崎大学便覧』昭和 40-46年度。長崎大学教育学部『長崎大学教育学部












目一覧表』昭和 46-60 年度。昭和 23年度以前在職教官に関しては、金子一夫｢学術研究
助成基金補助金成果報告書平成 25～27年度『大正・昭和戦前期の中等学校図画教員と














和十六年七月)』6-8頁。有終会『会員名簿』第 10号（昭和 16年 7月調）128-134頁。
｢恩師消息(昭和二一年六月～二四年三月)｣大分師範学校男子部本科昭和 24年 3月卒業
生『大分師範学校 卒業三十周年記念誌』7-9頁。大分師範学校女子部『同窓会会員名簿






総覧(1986)』（昭和 62 年）､『同(1991)』（平成 4年）､『同(1997)』（平成 9 年）､『同

























球大学開学 30周年記念誌編集委員会『琉球大学三十年』(琉球大学、昭和 56 年)、琉球
大学開学 50周年記念史編集専門委員会『琉球大学五十年史』（琉球大学、平成 12年）。 
昭和 23年以前在職教官に関しては次の資料を参照して表を作成した。金子一夫「学術
研究助成基金補助金成果報告書平成 25～27年度『大正・昭和戦前期の中等学校図画教員





































1  島根師範学校から島根大学教育学部への移行期 























教官三級 天野茂時 工作 島根師範二部卒 
教官三級 井上善教 図画 島根師範一部卒 
教官二級 大瀧直平 図画・工作 第二臨時教員養成所図画手工科卒 
島根青年師範学校 
  教官三級 坂本収司 図画・工作 島根師範卒 
 





和 20 年に同校助教授として男子部に勤務した。昭和 24 年 7 月より島根大学教育学部助教
授となった。担当は図画（絵画）であった。 
天野茂時 3)（明治 39年―昭和 45年）は島根県松江市の出身であった。昭和 3 年に島根県
師範学校本科第二部卒業、昭和 4年に島根県師範学校専攻科卒業の後、島根県公立尋常高等
師範学校訓導、島根県公立農林学校土木技術教師として勤務した。昭和 11年に中等学校手




は昭和 25 年 5 月 1 日現在において島根大学島根師範学校勤務とある。担当は工作（工芸）
であった。 





















24 年に富山大学教育学部に異動した。大瀧は新潟出身で、昭和 8 年に広島高等師範学校第
二臨時教員養成所図画手工科卒業者であった。長く富山大学教育学部で教鞭をとり後進を





























寛男（昭和 46年より奈良教育大学教官）は、島根県師範学校昭和 16年 3月卒業であり、在
学時期的に井上善教や坂元一男の薫陶を受けたであろう。 


























































2  学科目の設置と具体的人員の配置 
昭和 39 年学科目制度発足により、島根大学の場合、学科目制度発足の頃から昭和 44 年
度末（昭和 45年 3月）まで、絵画と彫塑の学科目のみで、不完全講座と呼ばれる状態であ
った。学科目制度発足により、美術科教育の学科目を置かなければならなくなったが、島根

























道担当として採用された。野津は昭和 44年から昭和 63年まで在職した。 
 
3  大学院美術教育専攻の設置と展開 































山大学教育学部は大学移行完了時の教官定員は 55名での始まりであったであった 16）。 
教育学部（岡山市津島）は、岡山師範学校（岡山市門田）と岡山青年師範学校（倉敷市）
を主たる母胎とする。最初期の美術講座は、岡山師範学校から移行した教官により構成され
た。岡山師範学校は昭和 26年 3月まで併置され、そこから大学への移行は徐々になされた。 
岡山大学二十年史編さん委員会『岡山大学二十年史』（昭和 44年）に、岡山大学設置認可
申請書に芸能科（図画・工作・書道）とあったと記される 17)。国立公文書館蔵「岡山大学設
置認可申請書 昭和二十三年七月二十六日 岡山大学設置期成会」には次のように記される。 
 
教育学部 芸能科第二 図画・工作・書道 
「総長及学部教員予定」 
 助教授 芸能科 絵画 岡山師範本科 昭 21.10.2, 24.4.1 佐藤義太郎 明 38.6.30 
  助教授 芸能科 書道 岡山師範一部 昭 21.10.2, 24.4.1 絹田文夫   明 42.4.1 
  助教授 芸能科 絵画 東美図画師範 昭 21.10.1, 24.4.1 大島勲   大 5.6.1 
  講師  芸能科 工作 徳島師範   昭 21.10.1, 24.4.1 広岡豊一  明 33.1.1 
講師  芸能科 工作 岡山工芸   昭 21.10.2, 24.4.1 渡辺正夫  明 43.2.28 
 
岡山師範学校の美術関係教官は、工作担当の廣岡豊一を除き、岡山大学教育学部へ移行し







盟・日展水彩作品協会に作品発表していた 19)。なお、昭和 3 年の文部省検定の合格者に同
じく岡山県師範学校出身の河井達海がいた。河井は大阪師範学校・大阪学芸大学の美術講座
の中心的存在となっていく。 
  渡辺正夫 20)は、昭和 2年に岡山市立岡山工芸学校を卒業し、昭和 10年に文部省検定試験
に合格し、昭和 18 年より岡山師範学校男子部に赴任する。工作（工芸・木工）を担当した。 
































(2) この時期の教科教育関係授業  




























































特設美術設置前（昭和 26年）   













教授  佐藤一章：美術主任教授 




講師  大島勲 
講師  渡辺正夫 
講師  大館允雄（書） 
非常勤講師 池田昇一(号遥邨) 














































 戸田忠吾 37）（明治 38―？）（昭和 8年君島から戸田に改姓）は、大正 14年 3 月に栃木県
師範学校卒業、同年 3月に栃木県訓導、同年 4月に東京高等師範学校入学及び昭和 3年 3月
に同校卒業、その卒業直後に福井県師範学校に赴任する。さらに昭和 4 年 8 月福島県師範
学校教諭となる。昭和 15年 11月から昭和 21年 3月まで奈良県女子師範教諭兼訓導となる。
その後同附属中学校及び高等学校兼任を経て、奈良女子大学文学部より、昭和 32 年 10 月
岡山大学教育学部に転任となった。著書に『農村手工教育』（昭和 14年）、『技術科教育論』
（昭和 35年）等がある。 
 黒川建一 38）（昭和 11 年― ）は、三重県に生まれ、昭和 35 年に東京教育大学芸術学科
（彫塑専攻）卒業、昭和 37年に同大学教育学科（教育方法専攻）卒業、昭和 41 年に同大学
大学院修士課程（教育方法専攻）修了をする。三重大学で非常勤講師を勤め、その後、昭和


































部省教科調査官であった宮脇が、黒川建一の後任として昭和 50年 4月に招聘された。 








54 年 4 月に岡山大学を転出し、同年 4 月に横浜国立大学へ移っている。大学院美術教育専








が昭和 54 年 4 月に、それとは別に新たに吉田漱
すすぐ
が昭
和 53年 4月に赴任する。 
 熊本高工 41）（大正 7―平成 20）は、山梨県に生まれ、昭和 13年東京府青山師範学校を卒
業する。昭和 30年まで東京都公立小学校教諭として勤務し、その間に、昭和 13年海軍短期
現役兵、平成 17 年早稲田大学専門学校政治経済学科卒業、昭和 23 年東京美術学校油画科
内地留学修了となる。さらに昭和 32年に東京教育大学芸術学科構成専攻卒業し、その後お
茶の水大学附属中学校に勤める。昭和 44 年に女子美術大学教授、昭和 49 年に東京造形大
学教授を経て、昭和 54 年に岡山大学教育学部に教授として赴任する。昭和 56 年には工芸
主任となる。その後、昭和 58年に上越教育大学に教授として転出し、そこでも昭和 61年に
美術主任となり、昭和 62年に定年退官した。同年造形美術教育研究所長となった。 
 吉田漱 42）（大正 11―平成 13）は、昭和 22 年 3 月東京美術学校油画科を卒業し、東京都












 吉田の後任として、太田将勝が昭和 60年 4月に、さらにその後任として赤木里香子が平























































1)  島根大学開学三十周年史編集委員会『島根大学史』（島根大学、昭和 56年）。 
2)  井上に関しては、島根県立博物館『井上善教遺作展』(島根県立博物館、昭和 55年）、 
井上善教「教職回顧 思い出」島根大学教育学部同窓会『同窓会誌』第 27 号、昭和 50
年、60-61頁を参照した。 
3)  天野に関しては、島根大学教育学部蔵資料を参照した。 
4)  小谷に関しては次の資料を参照した。小谷忠芳「教職回顧 思い出」島根大学教育学部


















和子『木工美術 細田育宏の世界』（ニューカラー写真印刷、平成 22年）208頁）。 
9)  細田和子、前掲書。 
10) 米原に関しては、米原智『造形への思索 画業 60周年記念 米原智画集』（印刷企画社、
平成 18年）を参照した。 
11) 島根大学教育学部同窓会『同窓会誌』26号、昭和 49年、64頁。 
12) 石野に関しては島根デザイン連盟ホームページ（http://design.shimane.tv/members/ 
ishino.htmlJ）、GLOBAL（http://jglobal.jst.go.jp/public/20090422/200901074834091269） 




jouhoukoukai/gyomu/genkyo_chosa/edu_e.pdf）（平成 26年 9 月 20日確認）。 
15) 岡山大学に関する基本的事項は次の文献を参考にした。岡山大学二十年史編さん委  
員会『岡山大学二十年史』（岡山大学、昭和 44年）、岡山大学 30年史編纂委員会『岡山
大学史（昭和 44年～昭和 54年）』（岡山大学、昭和 55年）、岡山大学 40年史編さん委
員会『岡山大学史（昭和 54 年～平成元年）』（岡山大学、平成 2 年）、岡山大学創立 50

























26) 京都教育大学開学 30 周年記念誌編集委員会『京都教育大学開学三十周年記念誌』（京
都教育大学、昭和 55 年）91頁。 












31)『岡山県学事関係職員録』昭和 24､25､27､28 年度版及び『岡山大学職員録』昭和 24-28
年度版を参照した。 
32) 佐藤一章に関しては、やかげ郷土美術館、前掲書、及び同『やかげ郷土美術館開館 20










36) 『岡山大学要覧』（自昭和 41年度至昭和 42年度）（昭和 42年発行）によると、昭和 42
年度は、教科教育法七つ中、五つを戸田（美術･工芸科教育法通説、美術指導法、工芸
指導法、工芸教材論 A・B）、二つを大島（美術教材論 A・B）が担当した。教材研究二つ









術・工芸科『美術・工芸教育学』第 2 号「宮脇理先生退官記念号」213 頁を参照した。 
41) 熊本高工に関しては、岡山大学 30年史編集委員会、前掲書、155頁、岡山大学 40年史
編さん委員会、前掲書、169頁、熊本高工『児童画の歴史』（日本文教出版、昭和 63年）
奥付にある略歴を参照した。 
42) 吉田漱に関しては、岡山大学 30年史編集委員会、前掲書、154頁、岡山大学 40年史編
さん委員会、前掲書、169頁、国際浮世絵学会会誌『浮世絵芸術』No.142、平成 14年、
32-35頁、山陽新聞掲載「岡大の顔」167号を参照した。 
43) 太田将勝に関しては、岡山大学 40年史編さん委員会、前掲書、168頁、岡山大学創立 50
年周年記念事業委員会、前掲書、227頁、及び太田将勝ホームページ（http://www.ota-






















































































美術科教育学会の前身である大学美術教科教育研究会の第 1回研究会（昭和 54年 3月）の
参加者は 30人のみであった 1)。 






































継続 5 0 5 78 0 78 
所属移動 39 20 59 8 1 9 
新規採用 15 95 110 16 68 84 
（新規採用中の転入） (1) (10) (11) (10) (17) (27) 




















































































表 63 と図 10 は、各出身母胎の占有率を見るため、一教官に二つ以上の修学校がある場
合は重複して数えて、のべ人数として集計したものである。例えば、東京芸術大学卒業で
筑波大学大学院修了の場合は、東京芸大系と筑波大系の両方に数えた。さらに図 10を百分
率で示したものが図 11 である。図 11 は各時期の出身母胎件数の総数を分母として算出し




















東美校・東芸大/院  24 43 67 28 10 38 
東高師･東文理大･東教大/院･筑大/院 23 28 51 28 16 44 
東京学芸大学大学院  1 5 6 4 11 15 
大阪教育大学大学院  2 5 7 8 7 15 
横浜国立大学大学院  0 2 2 5 3 8 
広島大学大学院  0 2 2 1 6 7 
その他  10 32 42 32 17 49 






図 10 4時期での出身母胎人数比較図 （のべ人数） 
 
 






















芸大系 36.8％、筑波大系 23.9％、大学院設置時は、東京芸大系 26.4％、筑波大系 26.4％、





















身者を抽出してみると、その実人数は 52人が、昭和 39年から平成 15年度までに確認され
た。同期間の美術科教育教官の実人数は 229 人であったので、やはり自校出身者は多い。
次に、これまで同様「4時期」を計測点として、各時期における自校出身者を集計して表と
グラフにまとめて検討する（表 64、図 13･14）。 
 表 64 と図 13 は、同一人でも複数の時期にまたがって勤務した場合は重複して数えて、
のべ人数として集計した。例えば、学科目｢美術科教育｣初所属教官となった後、そのまま
大学院設置後も分野｢美術科教育｣初教官となった場合は、学科目設置時と大学院設置時で



















自校出身者のべ人数 12 16 28 22 20 42 











図 13 自校出身者のべ人数の変化           図 14 自校出身者の百分率の変化 
 
自校出身者は、のべ人数で学科目設置時 12 人(20.3％)、学科目設置後 16 人(13.9％)、大
































































































場合も少なくない（表 65参照）。例えば、愛媛大学には昭和 39年 2月学科目制度発足と同
時に学科目｢美術科教育｣が示されたが、それに人的配置がなされるのは 9年後の昭和 48年
2 月であった。榎原弘二郎（東京教育大学・同院）が新規採用された。山梨大学には昭和










例えば、広島大学は、学科目設置が昭和 51 年 5 月で全国的にも遅かったのに、その 5 年
後の昭和 56 年に短期間で大学院美術教育専攻設置を実現し全国的にも早い設置となった。
具体的には、大学院設置のため昭和 53年に石原英雄（東京高等師範学校）、昭和 56年に橋
本泰幸（東京学芸大学・同院）を採用した。昭和 51 年の学科目設置から、昭和 53 年と昭








表 65 学科目の制度的配置と人的配置の時期及び大学院教育学研究科と同美術教育専攻設置の時期 
 
  本表は、第一章の表４･９、第二章から第七章における調査結果をもとに作成した。 
制度 人員 教育学研究科 美術教育専攻
北海道教育大学 札幌 昭和58年頃 平成4年 平成4年
北海道教育大学 岩見沢 昭和56年 平成4年 平成4年
北海道教育大学 函館 昭和50年頃 平成5年 平成10年
北海道教育大学 旭川 昭和56年頃 平成5年 平成8年
北海道教育大学 釧路 昭和47年頃 平成7年 平成10年
弘前大学 昭和44年5月 昭和44年頃 平成6年 平成11年
岩手大学 昭和39年2月 昭和39年 平成7年 平成7年
宮城教育大学 昭和42年4月 昭和48年11月 昭和63年 平成2年
秋田大学 昭和51年5月 昭和51年5月 平成元年 平成3年
山形大学 昭和39年2月 昭和40年代 平成5年 平成7年
福島大学 昭和39年2月 昭和39-43年 昭和60年 平成3年
茨城大学 昭和39年2月 昭和42年 昭和63年 昭和63年
宇都宮大学 昭和42年5月 昭和42年12月 昭和59年 昭和63年
群馬大学 昭和48年4月 昭和50年代 平成2年 平成2年
埼玉大学 昭和39年2月 昭和50年4月 平成2年 平成2年
千葉大学 昭和39年2月 昭和39年 昭和57年 昭和57年
東京学芸大学 昭和39年2月 昭和39年 昭和41年 昭和43年
横浜国立大学 昭和39年2月 昭和39年 昭和54年 昭和54年
新潟大学 昭和49年6月 昭和49年 昭和59年 昭和59年
富山大学 昭和50年4月 昭和52年頃 平成6年 平成8年
金沢大学 昭和53年4月 昭和55年 昭和57年 平成2年
福井大学 昭和47年5月 昭和49年 平成4年 平成7年
山梨大学 昭和53年4月 昭和58年4月 平成7年 平成9年
信州大学 昭和39年2月 昭和39年 平成3年 平成4年
岐阜大学 昭和40年3月 昭和45年頃 平成7年 平成8年
静岡大学 昭和45年4月 昭和40か41年 昭和56年 昭和56年
愛知教育大学 昭和39年2月 昭和39年 昭和53年 昭和53年
三重大学 昭和39年4月 昭和42年頃 平成元年 平成元年
滋賀大学 昭和42年5月 昭和40年代後半 平成3年 平成3年
京都教育大学 昭和44年5月 昭和49年頃 平成2年 平成2年
大阪教育大学 昭和39年2月 昭和39年頃 昭和43年 昭和50年
神戸大学 昭和39年2月 昭和39年 昭和56年 昭和56年
奈良教育大学 昭和44年5月 昭和45年9月 昭和58年 昭和58年
和歌山大学 昭和47年5月 昭和47年12月 平成5年 平成5年
鳥取大学 昭和48年4月 昭和48年4月 平成6年 平成8年
島根大学 昭和45年4月 昭和45年4月 平成3年 平成7年
岡山大学 昭和39年2月 昭和39年 昭和55年 昭和55年
広島大学 昭和51年5月 昭和53年6月 昭和55年 昭和56年
山口大学 昭和39年2月 昭和45年 平成3年 平成3年
徳島大学 昭和39年2月 昭和40年頃 - -
香川大学 昭和44年5月 昭和44年頃 平成4年 平成4年
愛媛大学 昭和39年2月 昭和48年2月 平成5年 平成5年
高知大学 昭和39年2月 昭和42年頃 平成8年 平成8年
福岡教育大学 昭和39年2月 昭和50年頃 昭和58年 昭和61年
佐賀大学 昭和39年2月 平成2年 平成5年 平成5年
長崎大学 昭和44年5月 昭和44年 平成6年 平成6年
熊本大学 昭和47年5月 昭和46年 昭和61年 平成4年
大分大学 昭和42年5月 昭和42年 平成4年 平成6年
宮崎大学 昭和42年5月 昭和42年 平成6年 平成6年
鹿児島大学 昭和39年2月 昭和42年頃 平成6年 平成10年




























































































































































































第一期卒業生に上述の長谷川哲哉がいた。                   
東京学芸大学は昭和 41 年に大学院教育学研究科の設置が始まり、昭和 43 年に大学院美
術教育専攻が設置された。主任教官は村内哲二であった。 


































































































 2 美術教育学の人的配置の全国的推移はどのようになるか 
3 美術教育学の人的配置の個別事例の詳細はどのようなものになるか 









































































設置された。その後、昭和 56年に静岡大学、昭和 59年に新潟大学、平成 2年に金沢大学、












































































































































































































『島根大学教育学部紀要』第 45巻、平成 23年、47-55頁。 
・有田洋子「美術教育学の制度的基盤の成立過程―大阪教育大学・岡山大学の場合」『第 50




根大学教育学部紀要』第 46巻、平成 24年、91-100 頁。 
・有田洋子「美術教育学の制度的基盤の成立過程―山口大学における人的制度と配置―｣『島
根大学教育学部紀要』第 47巻、平成 25年、61-69頁。 
・有田洋子「研究ノート 美術教育史研究部会から −3− 戦後の教員養成大学・学部におけ




23頁、平成 26年 3月 20日発表。 
・有田洋子「美術教育学の制度的基盤の成立過程―鳥取大学における人的制度と配置―」『島
根大学教育学部紀要』第 48巻、平成 26年、27-38頁。 
・有田洋子「美術教育学の制度的基盤の成立過程―九州地方―」『美術科教育学会第 38回
大阪大会発表概要集』24頁、平成 28年 3月 19日発表。 
・有田洋子「美術教育学の制度的基盤の成立過程―東海地方―」『美術科教育学会第 39回
静岡大会発表概要集』17頁、平成 29年 3月 27日発表。 
・有田洋子・金子一夫「美術教育学の成立過程―東京芸術大学の場合」『第 34回美術科教




『茨城大学教育学部紀要（教育科学）』第 61-64号、平成 24-27年。 
・金子一夫「旧植民地の図画教員(一)～(八)」『一寸』第 62-68号、平成 27､28年。 
・金子一夫「旧植民地の図画教員 附論。旧植民地外の在外学校」『一寸』第 69号、平成 29年。 




術教育学』第 37号、平成 28年、207-218頁。 
・金子一夫「現代美術教育学研究の問題点とその解決―贈与交換論による美術教育の再定
義を通して」『美術教育学』第 38号、平成 29年、179-191頁。 
・金子一夫・有田洋子「美術教育学の制度的基盤の成立過程―東京芸術大学の場合―」『茨
城大学教育学部紀要』第 62号、平成 24年、123-135頁。 
・教育指導者講習研究会『第九回 後期 教育指導者講習研究集録 図画科教育』（昭和 27年
12月序）。 
・桐田清秀「戦後日本教育政策の変遷―教育課程審議会答申とその背景―」『花園大学社会
福祉学部研究紀要』第 18号、平成 22年、121-140頁。 
239 
 
・三枝康高「科学としての教科教育学」『現代教育科学』第 143 号、昭和 44年、82-83頁。 
・佐藤昌彦・宮脇理「IFEL（The Institute For Educational Leadership）への眼差し―
ものづくりの重要性、その認識を深めるための一路程として―」『第 33回美術科教育学
会富山大会 研究発表概要集』35頁、平成 23年 3月 26日発表。 
・杉山明男「教員養成のカリキュラム」『岩波講座 現代教育学 18 教師』（岩波書店、昭
和 36年）151頁。 
・立原慶一「第 32回美術科教育学会仙台大会のご案内【最終案内】」『美術科教育学会通信』
No.73、平成 22年 2月、1頁。 
・永守基樹「代表理事就任にあたって―運営の基調と体制―」『美術科教育学会通信』No.83、





術科教育学会富山大会概要集』81頁、平成 23年 3月 27日発表。 




第 18号、平成 11年、35-44頁。 
・立法考査局文教科学技術課（瀬上翔）「教員免許・養成制度をめぐる議論―時代に対応し
た教員資格制度の構築―」『調査と情報―ISSUE BRIEF―』№885、平成 27年。 
・数学教育学会ホームページ（http://mes-j.or.jp/（平成 29年 10月 20日確認））。 
・日本数学教育学会ホームページ（http://www.sme.or.jp/about/history/（平成 29 年 10 
月 20日確認））。 
・日本理科教育学会「日本理科教育学会のこれまでの歩みについて」（日本理科教育学会ホ





















・百年史編集委員会『百年史 埼玉大学教育学部』（百年史刊行会、昭和 51年）。 
















































・畠山三代喜『畠山三代喜 金工の世界』（畠山三代喜、平成 10年）。 
・阿部宏行「北海道の美術教育の礎に関する一考察～藤野高常の教育的視座について～」




















・『北海道学芸大学 函館分校要覧（昭和 34年 6月・開学十周年記念）』（昭和 34年）。 


















・片山晴夫 他『北海道教育大学旭川分校 80周年記念誌』（北海道教育大学旭川校 80周年
記念事業実行委員会、平成 15年）。 




























・弘前大学創立 50周年記念事業実行委員会 50年史編纂専門委員会『弘前大学五十年史 通
史編』『同 資料編』（弘前大学・弘前大学創立 50周年記念事業後援会、平成 11年）。 















・岩手大学『学生便覧』昭和 53-平成 11年度。 
・岩手大学庶務課『岩手大学通報』昭和 25-平成 16 年度。 
















・箕田源二郎 他『井手則雄追悼文集』（矢野和江、昭和 63年）。 
・宮城師範学校同窓会『同窓会名簿昭和 41年版』（宮城師範学校同窓会、昭和 41年）。 
・宮城県師範学校同窓会『同窓会報』第 7号（昭和 3年）。 








学 40年史資料集編集委員会、平成 18年）。 
・宮城教育大学庶務課『学報』。 
・宮城教育大学学生生活委員会『学園だより』。 
・東北大学教養部『昭和 27年 4月 東北大学教養部学生便覧』（昭和 27年）。 











学学生生活委員会、平成 12年 7月）。  
秋田大学 
・秋田県師範学校『秋田県師範学校一覧表』昭和 7 年 4月現在。同、昭和 8年 4月現在。 
・秋田県女子師範学校『秋田県女子師範学校一覧表』昭和 3-6､6､9､13､15年。 















・佐々木良三『絵をつくる 人生を描く』（秋田魁新報社、平成 27年）。 
・猪巻明『猪巻明日本画展』（喜多方市美術館、平成 20年）。 
・遠藤敏明『〈自然と生きる〉木でつくろう 手でつくろう』（小峰書店、平成 24年）。 
山形大学 
・山形大学教育学部同窓会『昭和三十年十月現在 会員名簿』（昭和 30年）。 
・山形大学『会員名簿 昭和 46年版』（昭和 46年）。 
・長野亘『寂（私の記録）』（長野亘教授退官記念誌出版委員会、昭和 50年）。 
・「真下慶治記念美術館ホームページ」（http://www.massimo-k.org/01_profile.html、平





・『福島県女子師範学校一覧表』（昭和 8年 5月 1日現在）。 
・福島県女子師範学校『福島県女子師範学校沿革史』（福島県女師師範学校、昭和 8年）。 
・『福島県教育関係職員録』大正 15､昭和 3､4､6､7､12､14､16､18､21年度。 




・福島県教員組合『職員録 昭和 29年度』（福島県学校生活協同組合、昭和 29年）。 
・福島大学『福島大学職員録』昭和 35､36､40､43､45-55､62-平成 4､9-11､13､14 年度。 
・福島県教育会館『福島県教育関係職員録』昭和 58-平成 4､6-11､13､14年度。 
・福島大学庶務課『福島大学学報』第 1-256号、昭和 24-64年。 
・福島大学庶務課『福島大学要覧』昭和 63､平成 5､8年度。 






同窓会吾峰会、平成 9 年）。 







・茨城大学美術科同窓会『六号館』第 2号（稲村退三先生ご退官記念特集号）（昭和 42年）。 
・茨城大学美術科同窓会『六号館』第 3号（宮澤治正先生ご退官記念特集号）（昭和 53年）。 
・茨城大学美術科同窓会『六号館』第 4号（大道武男先生ご退官記念特集号）（昭和 54年）。 
・茨城大学美術科同窓会『六号館』第 5号（巻島友治先生ご退官記念特集号）（昭和 57年）。 
・茨城大学美術科同窓会『六号館』第 6号（城戸夏男先生ご退官記念特集号）（昭和 58年）。 
・茨城大学美術科同窓会『六号館』第 7号（西田亨先生御退官記念特集号）（昭和 60年）。 
・茨城大学美術科同窓会『六号館』第 8号（上田薫先生御退官記念特集号）（平成 7年）。 
・茨城大学美術科同窓会『六号館』第 9号（山﨑猛先生御退官記念特集号）（平成 8年）。 
・茨城大学美術科同窓会『六号館』第 10号（後藤末吉先生御退官記念特集号）（平成 9年）。 
・茨城大学美術科同窓会『六号館』第 11号（森田義之先生御退官記念特集号）（平成 11年）。 
・茨城大学美術科同窓会『六号館』第 12号（松田正己先生御退職記念特集号）（平成 17年）。 
・茨城大学美術科同窓会『六号館』第 13号（十河雅典先生御退職記念特集号）（平成 21年）。 
・茨城大学美術科同窓会『六号館』第 14号（寺本輝正先生御退職記念特集号）（平成 28年）。 














・群馬大学『群馬大学十年史』（群馬大学、昭和 38 年）。 
・群馬大学教育学部百年史編修委員会『群馬大学教育学部百年史』（群馬大学教育学部同窓
会、昭和 54年）。 
・群馬県師範学校同窓会『会員名簿』昭和 5年 12月現在。同、昭和 11年 12月現在。 
・『昭和 24年 11月 群馬大学要覧』。 
・『学生便覧』昭和 30､37､39-41年度。 




・群馬大学学芸学部同窓会『会員名簿』昭和 27年 10 月現在。同、昭和 35年 1月現在。同、




（http://www.tobunken.go.jp/aterials/bukko/10108.html､平成 29年 8月 10 日確認） 
・狩野守『狩野守画集』（光村印刷､平成 13年）。 
埼玉大学 
・百年史編集委員会『百年史 埼玉大学教育学部』（百年史刊行会、昭和 51年）。 
・埼玉大学自己評価等委員会『埼玉大学教官総覧 1993』（埼玉大学、平成 5年）。『同 1998』
（平成 10年）。『同 2001』（平成 14年）。 




・『千葉師範学校一覧 昭和十八年度』（千葉師範学校、昭和 18年）。 




・『千葉大学学報』第 2-623号（昭和 26年 8月 15日-昭和 62年 5月 15日）、第 27号（別
冊）（平成 18年 4月 1 日）。 
















・東京府青山師範学校『東京府青山師範学校一覧』（昭和 15年現在）。同（昭和 17年 6月 1
日現在）。 































・「美術科各研究室のプロフイル」富山大学教育学部学窓会『会誌』第 38号（昭和 47年）。 
・富山教育学窓会『会員名簿』昭和 27､31､36､40､44､48､50-平成元年度。 









・金沢大学学生部『学生便覧』昭和 25-平成 12年度。 
・『金沢大学総覧』昭和 25年度（昭和 25年 10月 1 日）。 
・金沢大学『金沢大学一覧』昭和 33-37､43､46年度。 
・金沢大学点検評価委員会『金沢大学研究者総覧』（金沢大学点検評価委員会、平成 9 年）
平成 8年 7月 1日現在）。 
・金沢大学『教員調査』昭和 51年度（昭和 51年 5 月 1日）。同、昭和 52年度（昭和 52年
5月 1日現在）。同、昭和 53年度（昭和 53年 5月 1日現在）。 
・金沢大学『昭和五一五年度附属施設等教員調査』（昭和 55年 5月 1日現在）。 
・金沢大学教育学部『授業要項』昭和 45 年度後期､昭和 46 年度前期､昭和 46 年度後期､昭
和 47 年度後期､昭和 47 年度Ⅴ･Ⅶ期､昭和 48 年度前期､昭和 48 年度後期､昭和 49 年度前










・福井県師範学校同窓会『同窓会報告』第 25-38号、昭和 2-15年。 
・福井師範学校同窓会『同窓会誌』（昭和 22年）。 
・福井師範学校校友会『啓成詞林』第 44号（昭和 8年）。 
・福井県鯖江女子師範学校・福師県立鯖江高等女学校『昭和十六年七月 我ガ校ノ教育』（昭
和 16年）。 
・福井県鯖江女子師範学校・福師県立鯖江高等女学校『みどり』第 10号（昭和 13年）。 
・福井大学『学生便覧』昭和 25-平成 15年度。 
・福井大学事務部庶務課『福井大学学報』第 1号-Vol.54、昭和 24-平成 15年。 
・11 年会酒井ブロック一同『雪の輪―福師 11 年会 50 周年記念文集―』（春近文庫、昭和
61年）。 
・田中隆盛『田中隆盛油絵展』（田中隆盛、昭和 50 年）。 
山梨大学 
・丸田銓二朗『山梨大学学芸学部沿革史』（山梨大学学芸学部、昭和 39年）。 
・『国立山梨大学創設案』（昭和 23年 7月 30日設置申請）（山梨大学附属図書館蔵）。 
・『山梨大学（改定案）教官年次別及び学部別教室別配当名簿表』（山梨大学附属図書館蔵）。 
・山梨大学『学生便覧』昭和 27-平成 16年度。 
・山梨大学『職員録』昭和 27､28､35-39､41-50､52､53､55-63､平成 5-14年度。 
・山梨大学『山梨大学要覧』昭和 30-平成 14年度。 
・山梨大学『山梨大学概要』昭和 40-平成 14年度。 





年誌刊行会、昭和 57 年）。 
・信州大学教育学部五十年誌編纂部会『信州大学教育学部五十年誌』（信州大学教育学部創





















・岐阜県師範学校父母会『名簿』大正 15､昭和 2､5､7､8､9､10､12､13､15､16年度。 
・『岐阜県学事関係職員録』昭和 22､24-49年度。 
・岐阜大学庶務部庶務課『岐阜大学要覧』昭和 25､自 33 至 35､43､45､48､51､54､57､60､63､
平成 4､10年度。 
・岐阜大学庶務課『学報』第 7号（昭和 26年 11月 15日）。 
・岐阜大学『学生便覧』昭和 31､33､34､42､43､59年度。 
・岐阜県師範同窓会『会報』（会員名簿）第 15号（昭和 6年）、第 16号（昭和 7年）、第 17
号（昭和 8年）、第 19 号（昭和 10年）、第 20号（昭和 11年）、第 25号（昭和 17年）。 






『美術教育学』第 29号、平成 20年。 
・土屋常義「水彩画家早川国彦 人と作品」東海女子短期大学『紀要』第 5号、東海女子短
期大学、昭和 50年、9頁。 






・土屋常義「私の青春日記」『岐阜日日新聞』昭和 45年 7月 26日、6頁。 
・土屋常義「児童画について」『岐阜タイムス』昭和 30年 4月 21日、4頁。 
静岡大学 













・愛知教育大学『50周年記念誌編集資料 歴代職員名簿統計』（平成 11年）。 
・『教職 60年・画業 70年 鈴木三五郎記念画集』（名古屋市博物館、昭和 55年）。 









編（三重大学開学 50 周年記念事業後援会、平成 11年）。 
・三重大学教育学部同窓会百周年記念事業会『三重大学教育学部創立百年史』（三重大学教
育学部同窓会百周年記念事業会、昭和 52年）。 
・三重大学『職員録』昭和 33年 2月､34年 12月､36年 4月､37年 5月､38年 8月､39年 10月､
43年 11月､44年か（表紙欠落不明､同書綴り順に沿って判断）､45年 11月､46年 12月。 
・大学美術教育学会『会員名簿』（昭和 55年）。 
・三重大学ホームページ「三重大学教員紹介」 











・滋賀県教職員組合『教育関係職員録 昭和 23年度』（滋賀県教職員組合、昭和 23年）。 
・滋賀大学学芸学部同窓会『会報』第 16号（昭和 40年）。 
・滋賀大学自己評価等検討委員会『滋賀大学研究者総覧 1999』（滋賀大学企画広報室、平
成 11年）。 












・京都府教育会『京都府学事関係職員録』（京都府教育会）大正 15-昭和 18､25-平成 15年
度。 
大阪教育大学 
・大阪学芸大学『大阪学芸大学 15年史』（大阪学芸大学、昭和 39年）。 
・大阪教育大学 120 周年記念誌編纂委員会『大阪教育大学教室沿革史』（大阪教育大学 120
周年記念誌編纂委員会、平成 8年）。 
・「花篤先生退官記念座談会」大阪教育大学美術教育講座・芸術講座『美術科研究』第 16
号、平成 10年、1-19 頁。 
・花篤實「大阪教育大学における美術教育学の制度的基盤の成立過程」（口頭発表資料）、
美術科教育学会美術教育史研究部会「美術教育学の制度的基盤の成立過程」第 33回美術





・大阪教職員組合『大阪府学校教職員録』昭和 25､26､27､29､30､33､35-42､44､47-60 年度。 
・河井洋『河井達海画集』（芸術春秋社、昭和 52年）。 















良教育大学大学院設置 20年記念誌編集実行委員会、平成 16年）。 
・奈良教育大学大学院教育学研究科美術教育専攻美術コース書道コース『奈良教育大学大
学院美術教育専攻修了研究報告』（奈良教育大学大学院美術教育講座（美術コース、書道







・和歌山大学 50年史編纂委員会『和歌山大学 50年史』（和歌山大学、平成 12 年）。 
・和歌山県教育会『和歌山県学事関係職員録』昭和 2､4､5､9､10､11-17年度。 
・和歌山県師範学校『師範学校一覧表』（昭和 10年 10月 1日現在）。 
・和歌山県女子師範学校『同窓会名簿』（和歌山県女子師範学校、昭和 17年）。 




































・｢母校奉職の恩師｣有終会『会員名簿』第 10号（昭和十六年七月調）（昭和 16年）、128-134頁。 
・鳥取師範学校女子部『同窓会会員名簿（昭和二十三年四月現在）』（昭和 23年）。 
・｢恩師消息(昭和二一年六月～二四年三月)｣鳥取師範学校男子部本科昭和二十四年三月卒







・鳥取大学学芸学部『会員名簿（昭和 35 年版）』（鳥取大学学芸学部同窓会、昭和 35年）。 
・鳥取大学『鳥取大学研究者一覧（昭和 36年度）』（昭和 36年）。 
・鳥取大学研究者総覧編集会議・鳥取大学庶務部庶務課『鳥取大学研究者総覧（1986）』（昭
和 62年）、『同（1991）』（平成 4年）、『同（1997）』（平成 9年）、『同（2001）』（平成 14年）。 








・島根県教育委員会『教職員名簿』昭和 33-平成 15 年度。 
・『島根大学職員録』昭和 35-平成 15年度。 
・島根大学教育学部同窓会『同窓会誌』第 2-60号（昭和 27年-平成 21年）。 
・島根師範学校同窓会『昭和十四年度同窓会会員名簿』。 
・『島根大学要覧』昭和 27年度。 





・岡山大学 30年史編纂委員会『岡山大学史（昭和 44年～昭和 54年）』（岡山大学、昭和 55年）。 





・岡山大学『岡山大学職員録』昭和 24-平成 15年度。 
・岡山大学『岡山大学要覧』昭和 30-31､34､36､38-43､47､51､53､55､57､59､61､63年度。 
・岡山大学庶務部庶務課『岡山大学研究者総覧 1992』（平成 5年）。 





・広島大学二十五年史編集委員会『広島大学二十五年史 通史編』（広島大学、昭和 54年） 
『同 部局編』『同 包括校史』（昭和 52年）。 
・広島大学 50 年史編集専門委員会広島大学文学館『広島大学五十年史 通史編』（広島大学、
平成 19年）。 
・広島大学 50 年史編集専門委員会広島大学 50 年史編集室『広島大学五十年史 資料編上』 




・山口大学 30年史編集委員会『山口大学 30年史』（山口大学、昭和 57年）。 
・山口大学 50年史編集委員会『山口大学 50周年記念誌』（山口大学、平成 11年）。 
・山口県教育会『山口県学事関係職員録』大正 15-昭和 19年度。 
・山口教職員組合『山口県教職員録』昭和 23-平成 15年度。 
・山口大学『山口大学職員録』（山口大学）昭和 46-49､61年度。 
・山口県師範学校同窓会『会報 第 26号 輿水先生追悼号』（山口県師範学校同窓会、昭和 16年）。 




・細田和子『木工美術 細田育宏の世界』（平成 22年）所収｢功績調書 細田育宏｣。 
徳島大学 
・徳島県師範学校内渭水会『会員名簿』（昭和 14 年 9 月現在）。同（昭和 15 年 9 月現在）。
同（昭和 17年 2月現在）。 
・徳島県女子師範学校・徳島県立徳島高等女学校淬礪済美同窓会『会員名簿』（昭和 6 年 8
月現在）。 






・潮見泰成『河崎良行彫刻作品集 1989-2000』（河崎良行彫刻作品集刊行委員会､平成 13年）。 
香川大学 
・香川大学『香川大学十年史』（香川大学、昭和 34 年）。 




・『履修の手引き』昭和 36-45､47-平成 10年度。 
・香川大学教育学部同窓会報 昭和 49 年 10 月 25 日』第 11 号（昭和 49 年 10 月 25 日）。











・愛媛大学庶務部庶務課『愛媛大学教育研究者要覧 1995』（愛媛大学、平成 7 年 1 月 1 日




・石井南放『南放随想 続 絵と文』（愛媛県警察本部協賛、昭和 56年）。 
・愛媛日本画会『第 25回愛媛日本画展記念図録』（昭和 61年）。 







・愛媛新聞社『伊予の画人』（愛媛新聞社、昭和 61 年）。 
・愛媛県立美術館『戦前の愛媛の洋画家たち』（愛媛県立美術館、平成 5年）。 
・『セキ美術館開館 10周年記念 愛媛・感動の美術家たち展 第 2期展 大正から戦前の昭和 
激動の時代・美を求めた画家たち』（セキ美術館、平成 19年）。 
・『セキ美術館開館 10周年記念 愛媛・感動の美術家たち展 第 4期展 愛媛ゆかり 花開く 戦
後の画家たち』（セキ美術館、平成 20年）。 
・愛媛美術教育連盟『美連創立 50周年記念誌 美連の歩みに見るえひめの美術教育』（愛媛




























・平田宗史『福岡県教員養成史研究 戦前編』（海鳥社、平成 6年）。 





・佐賀大学美術館『佐賀大学美術館 開館記念特別展 美術・工芸教室 60年の軌跡Ⅰ「特美」
の育成者たち』（佐賀大学美術館、平成 25年）。 
・佐賀大学美術・工芸科教室『美術・工芸教育学』第 2号（平成 7年）。同、3号（平成 8年）。 
・筒井茂雄『筒井茂雄』（昭和 51年）。 












・長崎教育会『長崎県学事関係職員録』大正 14-昭和 17年度。 
・長崎大学『長崎大学便覧』昭和 40-46年度。 
・長崎大学教育学部『長崎大学教育学部業績目録』No.1（長崎大学、昭和 45年）。同、No.2
（昭和 56年）。同、No.4（平成 4年）。同、No.5（平成 9年）。 
・長崎大学自己評価総括委員会『長崎大学研究者総覧』（長崎大学、平成 5年）。 




・熊本大学 30年史編集委員会『熊本大学三十年史』（熊本大学、昭和 55年）。 




・大分大学創立 30周年記念誌編集･刊行委員会『大分大学三十年史』（大分大学、昭和 58年）。 
・大分大学創立 50周年記念誌編集･刊行委員会『大分大学五十年史』（大分大学、平成 13年）。 
・大分県教育会『大分県学事関係職員録』大正 15-昭和 3､昭和 5-10､12-18､20-21年度。 
・大分県教育委員会事務局調査企画課/指導調査課/庶務課/全国教育調査研究会大分支部
『大分県教育関係職員録』昭和 25､27-28､31- 32-43､47-平成 15年度。 




・大分県師範学校学友会『尚徳 創立五十周年校舎改築落成記念号』（昭和 12年）。 
・大分県女師師範学校・大分県立八頭高等女学校『創立十周年記念誌』（昭和 12年）。 
・大分県師範学校『大分県師範学校要覧（昭和十六年七月）』。 
・有終会『会員名簿』第 10号（昭和 16年 7月調）。 
・大分師範学校男子部本科昭和 24年 3月卒業生『大分師範学校 卒業三十周年記念誌』。 
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・大分大学『大分大学研究者一覧（昭和 36年度）』（昭和 36年）。 
・大分大学研究者総覧編集会議・大分大学庶務部庶務課『大分大学研究者総覧（1986）』（昭
和 62年）。『同（1991）』（平成 4年）。『同（1997）』（平成 9年）。『同（2001）』（平成 14
年）。 
・大分大学産学連携推進機構『研究者総覧 2005』（平成 17年）。 
宮崎大学 
・宮崎大学五十年史刊行委員会『創立五十周年記念誌』（宮崎大学、平成 11年）。 
・宮崎県教育会『宮崎県学事関係職員録』大正 10､昭和 2､5-15､18､19､24､25､28､33年度。 
・宮崎県教育会館『宮崎県教職員録』昭和 57-平成 15年度。 






・鹿児島大学厚生補導部/鹿児島大学学生部『学生便覧』昭和 29-平成 15年度。 
・鹿児島県教育会『鹿児島県学事関係職員録』大正 11､12､3-19､23年度。 
・鹿児島県教職員組合/鹿児島県教育用品『鹿児島県教職員録』昭和 44-平成 15年度。 
・鹿児島大学研究者総覧編集委員会『鹿児島大学研究者総覧』（鹿児島大学、平成 6 年）。
同（平成 9年）。同（平成 14年）。 
・「新任教師紹介」鹿児島大学広報委員会『鹿大広報』第 146号、平成 10年 2 月、24頁。 
・厚東孝治『厚東孝治作品集 2002』（鹿児島大学退官記念白陵会委員会、平成 14年）。 




・琉球大学開学 30周年記念誌編集委員会『琉球大学三十年』（琉球大学、昭和 56年）。 





・琉球大学広報委員会『琉球大学研究者総覧 1978』（琉球大学庶務部庶務課､昭和 53 年）。
『同 1991』（平成 4年）。 
 
第八章 





・岡山大学 30年史編纂委員編会『岡山大学史（昭和 44年～昭和 54年）』（昭和 55年）。 
・岡山大学 40年史編さん委員会『岡山大学史（昭和 54年～平成元年）』（平成 2年）。 
・岡山大学創立 50周年記念事業委員会『岡山大学史（平成元年～平成 11年）』（平成 11年）。 
・『岡山大学概要』昭和 50-60年度。 
・『岡山大学職員録』昭和 24-28年度。 




















・島根県教育委員会『教職員名簿』昭和 33-平成 15 年度。 
・『島根大学職員録』昭和 35-平成 15年度。 
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・島根大学教育学部同窓会『同窓会誌』第 2-60号（昭和 27年-平成 21年）。 
・島根師範学校同窓会『昭和十四年度同窓会会員名簿』。 
・『島根大学要覧』昭和 27年度。 




・細田和子『木工美術 細田育宏の世界』（ニューカラー写真印刷、平成 22年）。 
・やかげ郷土美術館『やかげ郷土美術館開館 20周年記念 佐藤一章展／一章ゆかりの画家
展』（やかげ郷土美術館、平成 22年）。 
・やかげ郷土美術館『岡大特美教室からの波動』（やかげ郷土美術館、平成 14 年）。 
・米原智『造形への思索 画業 60周年記念 米原智画集』（印刷企画社、平成 18年）。 
・太田将勝ホームページ（http://www.ota-mas.com/hihyou.html(平成 24年 9月 20日確認)）。 
・島根大学ホームページ（http://www.shimane-u.ac.jp/_common/images/01/stories/pdf/ 












部紀要（教育科学）』第 62号、平成 25年、123-135 頁。 
・「花篤先生退官記念座談会」大阪教育大学美術教育講座・芸術講座『美術科研究』第 16


























平成 30年 2月 20日 
 
                         有田 洋子 
 
